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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

秋
の
足
音
が
響
く
朝

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
メ
デ
ィ
ア

に
圧
力
を
加
え
て
お
り
、
娯
楽

番
組
と
政
治
的
表
現
の
境
界
、

放
送
メ
デ
ィ
ア
へ
の
規
制
、
言

論
の
自
由
な
ど
を
め
ぐ
る
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

人
気
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
ジ
ミ

ー
・
キ
ン
メ
ル
氏
は
15
日
、
活

動
家
チ
ャ
ー
リ
ー
・
カ
ー
ク
氏

が
９
月
10
日
に
銃
撃
死
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、自
身
の
番
組「
ジ

ミ
ー
・
キ
ン
メ
ル
・
ラ
イ
ブ
！
」

で
「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
（
ト
ラ
ン
プ
支

持
派
）
た
ち
が
こ
の
殺
人
を
政

治
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
」「（
ト
ラ
ン
プ
氏
は
）
ま
る

で
４
歳
児
が
金
魚
を
弔
っ
て
い

る
よ
う
だ
」な
ど
と
揶
揄
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
保
守
派
か
ら
強

い
反
発
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
連

邦
通
信
委
員
会
（
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）
委

員
長
の
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
カ
ー
氏

は
17
日
、
キ
ン
メ
ル
氏
の
発
言

を
非
難
、
放
送
ラ
イ
セ
ン
ス
問

題
を
ほ
の
め
か
し
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
対

応
を
促
す
発
言
を
し
た
。
同

日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
そ
の
親
会
社
の

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
社
は

番
組
の
「
無
期
限
休
止
」
を
発

表
、
放
送
を
中
止
し
た
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

本
社
前
な
ど
で
は
市
民
ら
の
抗

議
デ
モ
が
発
生
、人
権
団
体「
米

自
由
人
権
協
会
」（
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
）

が
俳
優
の
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
さ

ん
ら
と
と
も
に
「
言
論
の
自
由

に
対
す
る
政
府
の
脅
し
は
決
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
な
ど

と
訴
え
た
。

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
は
結
局
、
23
日
か
ら

の
放
送
再
開
を
決
定
。
キ
ン
メ

ル
氏
は
復
帰
初
日
の
放
送
で
、

発
言
に
つ
い
て
「
殺
人
を
軽
視

し
た
つ
も
り
は
な
い
」「
特
定

集
団
を
非
難
し
よ
う
と
し
た
わ

け
で
は
な
い
」
と
釈
明
し
つ
つ

も
表
現
の
自
由
を
重
視
す
る
姿

勢
を
強
く
示
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
大
手
メ
デ

ィ
ア
へ
の
圧
力
を
強
め
て
い

る
。
特
に
公
共
放
送
廃
止
の
動

き
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
５
月
１

日
に
大
統
領
令
を
発
出
し
Ｐ

Ｂ
Ｓ
（
公
共
放
送
サ
ー
ビ
ス
）

と
Ｎ
Ｐ
Ｒ
（
全
米
公
共
ラ
ジ

オ
）
に
対
す
る
連
邦
資
金
の
提

供
を「
可
能
な
限
り
停
止
す
る
」

よ
う
命
じ
た
。
連
邦
議
会
は
Ｐ

Ｂ
Ｓ
と
Ｎ
Ｐ
Ｒ
を
運
営
す
る

公
共
放
送
公
社
（
Ｃ
Ｐ
Ｂ
）
へ

の
11
億
ド
ル
の
予
算
を
取
り
消

す
法
案
を
上
下
院
で
相
次
い
で

可
決
、
７
月
24
日
に
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
署
名
し
、発
効
し
た
。

　

連
邦
資
金
の
大
幅
削
減
が
続

け
ば
、
地
方
の
小
規
模
局
の
閉

鎖
や
番
組
縮
小
は
避
け
ら
れ

な
い
。
Ｃ
Ｐ
Ｂ
は
８
月
１
日
、

２
０
２
６
年
１
月
ま
で
に
業
務

整
理
す
る
と
発
表
し
た
。
し
か

し
、
公
共
放
送
の
運
営
は
連
邦

政
府
か
ら
の
交
付
金
だ
け
で
行

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

視
聴
者
や
財
団
、
企
業
か
ら
の

寄
付
な
ど
複
数
の
財
源
で
成
り

立
っ
て
い
る
た
め
閉
鎖
と
決
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
表
現

の
自
由
」
な
ど
を
基
に
、
法
案

の
違
憲
性
を
問
う
訴
訟
も
起
こ

さ
れ
て
い
る
。

　

過
去
の
共
和
党
政
権
で
も

「
公
共
放
送
予
算
ゼ
ロ
化
」
が

何
度
も
提
案
さ
れ
た
が
、
Ｐ
Ｂ

Ｓ
の
「
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」

な
ど
の
人
気
番
組
や
Ｎ
Ｐ
Ｒ
の

ニ
ュ
ー
ス
・
文
化
番
組
を
支
持

す
る
声
は
大
き
く
、
完
全
廃
止

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
回
の

動
き
は
、
長
期
的
に
は
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
Ｐ
Ｂ
Ｓ

と
Ｎ
Ｐ
Ｒ
が
維
持
で
き
る
か
ど

う
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
に
対

し
て
も
、
報
道
関
係
者
の
米
国

滞
在
ビ
ザ
の
短
縮
案
な
ど
を
打

ち
出
し
て
お
り
、
報
道
機
関
へ

の
締
め
付
け
が
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
４
面
に
）

　

米
連
邦
政
府
は
10
月
1
日
か

ら
始
ま
る
新
会
計
年
度
を
前

に
、議
会
で
予
算
が
成
立
せ
ず
、

政
府
の
一
部
期
間
が
閉
鎖
さ
れ

た
。
現
行
の
予
算
は
９
月
30
日

深
夜
に
失
効
し
た
。
そ
れ
ま
で

に
与
野
党
が
妥
協
で
き
な
買
っ

た
た
め
政
府
閉
鎖
と
な
っ
た
。

　

下
院
共
和
党
は
、
現
行
水
準

で
11
月
21
日
ま
で
政
府
を
運
営

す
る
暫
定
予
算
案
（
継
続
予
算

＝
Ｃ
Ｒ
）
を
可
決
し
た
。
し
か

し
上
院
で
は
、
民
主
党
が
反
対

姿
勢
を
崩
さ
ず
、
可
決
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
民

主
党
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
夏

に
成
立
さ
せ
た
大
型
予
算
再
編

法
で
削
減
さ
れ
た
医
療
保
険
制

度
改
革
法（
通
称
オ
バ
マ
ケ
ア
）

の
医
療
補
助
金
や
メ
デ
ィ
ケ
イ

ド
（
低
所
得
者
向
け
医
療
保

険
）
支
出
の
一
部
復
活
を
求
め

て
お
り
、
条
件
な
し
の
延
長
に

応
じ
な
買
っ
た
。
一
方
、
共
和

党
は
「
ク
リ
ー
ン
な
Ｃ
Ｒ
」
で

閉
鎖
を
避
け
る
方
針
を
示
し
て

い
た
が
、
両
党
の
溝
は
埋
ま
ら

な
か
っ
た
。
閉
鎖
が
現
実
と
な

り
約
30
万
人
が
給
与
停
止
に
直

面
し
、
不
可
欠
業
務
に
従
事
す

る
法
執
行
官
ら
は
無
給
で
勤
務

を
強
い
ら
れ
る
。
航
空
管
制
官

や
交
通
保
安
局
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
の

訓
練
が
停
止
し
、
人
員
不
足
に

拍
車
が
か
か
る
懸
念
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
５
面
に
関
連
記
事
）

米
政
府
機
関
一
時
閉
鎖

連
邦
職
員
の
給
与
停
止

米
政
権
、
報
道
機
関
に
圧
力

放
送
免
許
や
交
付
金
で
揺
さ
ぶ
り

　

ま
る
で
10
月
の
到
来
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
よ
う
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
に
秋
が
静
か
に
滑
り
込
ん
で
来
た

夏
と
は
異
な
る
影
の
長
さ

　

時
計
台
の
あ
る
ロ
ビ
ー
に　

秋
の
乾
い
た
足
音
が
響
く

　
　
　
（
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
）
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演
奏
家
世
界
進
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「Moonrise

」
の
第
１

弾
と
な
る
公
演
「MAOSHO 

ーHIBIKI

」
が
９
月
７
日
か

ら
９
日
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
各
所
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
の
は
株
式
会

社Moon

の
代
表
取
締
役
社

長
の
大
澤
明
恵
さ
ん
。
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
で
賞
を
取
れ
ず
と
も

素
晴
ら
し
い
演
奏
家
は
た
く
さ

ん
い
る
。
そ
の
よ
う
な
才
能
が

日
本
国
内
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

う
の
は
惜
し
い
と
考
え
、
日
本

の
演
奏
家
が
才
能
を
発
揮
で

き
る
舞
台
を
創
り
出
す
こ
と

がMoonrise
の
使
命
だ
と
い

う
。
記
念
す
べ
き
第
１
弾
公
演

で
は
、
津
軽
三
味
線
の
浅
野
祥

さ
ん
と
、
ピ
ア
ノ
と
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
の
双
方
を
操
る
曽
根
麻
央

さ
ん
が
出
演
し
た
。
日
本
の
伝

統
音
楽
へ
の
造
詣
が
深
く
、
民

謡
の
弾
き
語
り
も
行
う
浅
野
さ

ん
と
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
ア
レ

ン
ジ
も
得
意
と
す
る
曽
根
さ
ん

が
、
世
界
的
に
親
し
ま
れ
て
い

る
ピ
ア
ノ
と
民
謡
を
中
心
と
し

た
日
本
の
音
楽
を
融
合
さ
せ
、

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
。さ
ら
に
、

現
地
で
活
動
す
る
小
川
慶
太
さ

ん
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
も
加

わ
り
、
日
本
と
世
界
を
繋
ぐ
架

け
橋
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
が
実

現
し
た
。

　

曽
根
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
も

演
奏
し
、
暮
ら
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
。
喜
び
も
挫
折
も
味
わ
っ

た
街
で
、
改
め
て
日
本
人
に
し

か
で
き
な
い
音
楽
を
届
け
、
そ

れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に

大
き
な
感
動
を
覚
え
た
」
と
語

る
。
浅
野
さ
ん
も
「
日
本
人
の

僕
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
表
現
で
き

る
音
楽
を
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
受
け
入
れ
て
も

ら
え
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
し
大
き
な
自
信
を
与
え

て
く
れ
た
。
三
味
線
と
民
謡
の

魅
力
を
世
界
中
に
広
げ
た
い
と

強
く
思
う
」
と
述
べ
た
。
公
演

名
で
も
あ
り
、
曽
根
さ
ん
が
こ

の
公
演
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し

た
楽
曲
の
タ
イ
ト
ル「HIBIKI

」

に
は
、「
心
が
共
鳴
し
合
い
、

よ
り
大
き
な
波
動
＝
響
き
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
」
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
音
楽
を
世
界
へ

ム
ー
ン
ラ
イ
ズ
始
動
Ｎ
Ｙ
公
演

浅
野
祥
と
曽
根
麻
央

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
水
上
裕
子
（
ア

メ
リ
カ
で
はHiroko MINA
）

の
最
新
ア
ル
バ
ム
『Beyond 

The SilkRoad

』: 

グ
ラ
ミ
ー

賞
エ
ン
ト
リ
ー
作
品
の
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
が
、
9
月
14
日
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
（
パ
ー
ク
街

58
番
地
）
で
行
わ
れ
た
。

　

ア
ル
バ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅
」
を
表

現
す
る
よ
う
に
、
水
上
は
ピ
ア

ノ
で
観
客
を
異
国
の
風
景
へ
と

誘
う
。
流
麗
か
つ
力
強
い
演
奏

は
、
彼
女
が
培
っ
て
き
た
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
、

東
洋
と
西
洋
の
融
合
を
体
現
し

て
い
る
。

　

ま
ず
ア
ル
バ
ム
か
ら
2
曲
を

披
露
。
そ
の
演
奏
に
呼
応
す
る

よ
う
に
、
書
道
家
の
栗
原
光
峯

が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、

「
愛
」
の
字
と
共
に
赤
富
士
と

自
由
の
女
神
を
描
い
た
。
続
い

て
大
き
な
「
松
」
の
図
の
筆
致

が
舞
台
を
彩
り
、
ピ
ア
ノ
と
書

の
共
演
が
会
場
を
魅
了
し
た
。

　

さ
ら
に
能
楽
師
・
打
和
麻
実

子
が
能
面
を
か
け
、
ア
ル
バ

ム
の
筆
頭
曲
「
羽
衣
」
を
舞

う
。
こ
の
楽
曲
に
は
世
界
的
ジ

ャ
ズ
ベ
ー
シ
ス
ト
、
ロ
ン
・
カ

ー
タ
ー
が
参
加
し
て
お
り
、
水

上
は
「
彼
の
参
加
に
よ
っ
て
、

７
０
０
年
の
日
本
の
能
が
世
界

の
能
と
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

日
本
で
も
中
々
鑑
賞
の
機
会
が

な
い
能
の
舞
。
堂
々
と
し
た
打

和
の
舞
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は

幽
玄
の
美
を
体
感
し
稀
有
な
機

会
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
し
て
「Beyond

」
を
象

徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ

ル
音
楽
の
名
手
ナ
ニ
ー
・
ア
シ

ス
が
登
場
。
水
上
と
の
即
興
的

な
掛
け
合
い
か
ら
生
ま
れ
た
名

手
な
ら
で
は
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
で

情
熱
的
な
タ
ン
ゴ
は
会
場
を
高

揚
の
渦
に
包
ん
だ
。

　

わ
ず
か
70
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
観
客
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

旅
し
、
日
本
文
化
に
触
れ
る
。

音
楽
と
舞
、
そ
し
て
言
葉
を
超

え
た
交
流
が
凝
縮
さ
れ
た
、
贅

沢
な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

ピアニスト

水上裕子
スカンジナビアハウスで

Ａ
Ｋ
Ｏ
一
人
芝
居
熱
演

被爆者の証言
フロム・トリニティー・トゥ・トリニティ

10月５日まで上演中
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
劇
団
ア
マ

テ
ラ
ス
座
（
ア
コ
・
ダ
ッ
チ
ェ

ス
座
長
）
が
10
月
５
日
（
日
）

ま
で
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
ア
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
６
番
街
１
４
５
番
地
）
ド

ロ
シ
ー
・
Ｂ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

劇
場
で
長
崎
で
被
爆
し
た
作
家

の
林
京
子
の
随
筆
を
も
と
に
し

た
一
人
芝
居
「From Trinity 

to Trinity

」
を
上
演
し
て
い
る
。

　

ア
コ
さ
ん
は
、「
広
島
、
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
80
年
目

に
な
る
今
年
、
少
し
で
も
多
く

の
方
に
、
特
に
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
の
方
に
ぜ
ひ
観
て
頂
き

た
い
作
品
で
す
。
国
連
総
会
で

世
界
中
の
国
家
元
首
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
集
ま
っ
て
い
る
時
期

に
上
演
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

話
す
。

　

英
訳
は
舞
踏
家
の
大
竹
永
子

が
担
当
。
公
演
は
英
語
で
日
本

語
の
字
幕
が
つ
い
て
い
る
。
米

国
で
は
、
日
本
語
舞
台
が
英
訳

さ
れ
た
テ
ロ
ッ
プ
で
芸
場
に
流

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
逆
に
英

語
劇
が
日
本
語
の
テ
ロ
ッ
プ

つ
き
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
上

演
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
。

　

客
席
で
舞
台
を
見
た
演
劇

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ユ
ー
ジ

ン
・
Ｍ
・
グ
ラ
イ
プ
さ
ん

は
「
舞
台
は
舞
台
の
良
さ
が

あ
る
が
、
独
演
の
形
で
も
映

像
と
し
て
伝
え
る
こ
と
で
も

っ
と
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。
映
画
に
し
た
ら
い

い
」
と
話
し
て
い
た
。
ク
レ

ア
と
名
乗
る
女
性
は
「
一
人

の
女
性
の
旅
の
情
景
が
浮
か

ぶ
。
舞
台
の
中
心
と
な
る
ト

リ
ニ
テ
ィ
ー
が
私
が
好
き
な

画
家
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
キ
ー

フ
の
故
郷
と
し
て
作
品
の
中

で
映
像
で
映
し
出
さ
れ
て
感

動
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

チ
ケ
ッ
ト
は
10
ド
ル
と
30
ド

ル
。
開
演
５
分
前
に
ボ
ッ
ク

ス
オ
フ
ィ
ス
で
残
っ
て
い
る

チ
ケ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
シ
ニ

ア
と
学
生
は
無
料
で
入
場
で

き
る
。（
三
浦
、
写
真
も
）

詳
細
はhttps://here.org/

shows/from-trinity-to-
trinity/

https://shopnyseikatsu.com/
http://ariyoshiny.com
https://www.samuraimama.com/
https://here.org/shows/from-trinity-to-trinity/
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10 月 NY日系人会の行事
第 19回 秋のヘルスフェア 10/5まで

■ 10月 3日（金）10:15am-11:45am @ JAA Hall アップルキッ
ズ主催「灘田篤子先生の歌って踊って親子で触れ合おう！」
予約は JAAまで

■ 3日（金）6:30pm- JAAビジネス・ウーマンの会主催の講演
会「AIとともに働く時代へ～アメリカの AI政策と雇用への
影響、小売業界現場の変化を見る～」講師は伊藤香織氏（ジェ
トロ NY情報技術部長兼情報処理推進機構 NY事務所長）と
平山幸江氏（リテールストラテジスト）。参加費 $30　

■ 4日（土）10am-12pm 「Online JAA日本語教育秋の研修会」
講師＆演題：粟野真紀子先生（NPO多言語多読理事長）「いま、
改めて多読とは」、纐纈憲子先生（ノートルダム大学）「学習
者主体につながる多読授業」予約は JAAまで

■ 6日（月）10am-12pm 「シニアの無料ヘアカット」　田原ミ
チさん、佐々木ノリさん、津田やすこさん、小林はるかさん
がヘアカットを行います。早めにご予約ください

■ 9日（木）10am-12pm「笠野玲子弁護士による電話無料法
律相談室 (移民法以外 )」。要予約。各 30分

■ 9日（木）12pm-2pm「10月の第 1敬老会」BentOnのお弁
当。JAAコーラスの歌をお楽しみください。会費＄5。会場、
デリバリー・ピックアップ希望者は要予約

■ 13日（月）コロンバスデーにて JAA事務局は休み
■ 16日（木）10am-12pm「寺井真美弁護士米国移民法の電話
無料相談室」相談希望者は要予約。各 15分

■ 16日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運び
た～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょ
う！」誰でも参加可能。参加費 $5

■ 20日（月）9:00am　第 31回「JAAチャリティーゴルフ大
会＠ New York Country Club」 優勝者には ANAビジネスクラ
スの航空券、豪華賞品や参加賞など。参加費 $270（内 $100
税金控除）定員 72人。申し込みは JAAまで

■ 23日（木）12pm-2pm「10月の第２敬老会」BentOn のお弁当。
会場参加、デリバリー＆ピックアップ希望者は要予約。会費
$5　10月のお誕生会をします。

■ 27 日（月）6pm-8pm 上映会 @JAA Hall「The　Paradox 
of Seabrook Farms」西海岸の日系人のキャンプからニュー
ジャージーのシーブルック（Sea Brook）農場に居住した日
系人の物語。入場無料。申し込みは JAAまで

●メディケアプランの変更期間は 10月 15日から 12月 7日ま
で。相談希望者は JAAまでご連絡ください。メディケアの
専門家を紹介します。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

第
49
回
目
を
迎
え
た

２
０
２
５
ベ
ス
ト
30
ゴ
ル
フ
が

９
月
14
日
、
ワ
イ
ル
ド
タ
ー
キ

ー
Ｇ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
、
51
人
が

参
加
し
た
。
今
年
は
、
よ
り
多

く
の
人
に
親
し
み
や
す
い
大
会

に
す
る
た
め
、
初
の
試
み
と
し

て
、
従
来
の
複
数
日
か
ら
１
日

の
大
会
と
し
て
開
催
。
一
般
、

シ
ニ
ア
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
、

女
性
そ
れ
ぞ
れ
テ
ィ
ー
の
位
置

を
変
え
、
統
合
の
ス
コ
ア
を
競

っ
た
結
果
、
１
位
に
輝
い
た
の

は
昨
年
の
覇
者
・
山
本
竜
也
さ

ん
、
２
位
は
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

で
参
加
の
元
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
漆

原
建
二
さ
ん
、
３
位
は
早
川
フ

ラ
ン
ク
さ
ん
だ
っ
た
。
ま
た
同

時
に
行
わ
れ
た
団
体
戦
で
は
チ

ー
ム
盧
が
優
勝
、
２
位
は
チ
ー

ムLegend

、
３
位
は
北
斗
の

拳
が
入
賞
し
た
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
参
加
し
て

今
回
で
15
回
目
の
出
場
に
な

り
、
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

た
山
本
竜
也
さ
ん
＝
写
真
左
＝

は
「
や
は
り
、
毎
年
、
Ｎ
Ｙ
の

日
本
人
の
人
口
、
ゴ
ル
フ
ァ

ー
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
の
参
加

者
の
減
少
に
伴
い
、
コ
ミ
テ
ィ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
ポ
ン

サ
ー
、
協
賛
者
様
の
ご
協
力
が

必
須
に
な
っ
て
お
り
、
ベ
ス
ト

30
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
存
続
に
コ

ミ
テ
ィ
ー
一
同
で
、
全
力
を
尽

く
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
か
ら

の
参
加
者
は
、
80
人
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
」
と
語
る
喜
び
の
コ
メ

ン
ト
か
ら
も
な
ん
と
か
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

メ
ン
バ
ー
の
橋
本
純
一
さ
ん

は
「
か
つ
て
『
時
に
は
真
剣
勝

負
も
良
い
も
ん
で
す
！
』
を
謳

い
文
句
に
競
技
ゴ
ル
フ
を
愛
す

る
日
系
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ

ー
の
真
夏
の
祭
典
と
し
て
、
幾

多
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
き
た
ベ
ス
ト
30
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
す
が
、
来
年
は
遂

に
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
季

か
ら
よ
り
多
く
の
方
々
に
親
し

み
や
す
い
大
会
と
し
て
１
日
開

催
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
、
次
の
50
年
に
繋
げ
る
よ

う
な
大
会
を
目
指
す
つ
も
り
で

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

協
賛
企
業
・
個
人
は
次

の
通
り
。T.UP TRADING, 

INC.

、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航

空
、Kintetsu International 

Travel

、
初
花
、
小
磯
レ
ス

ト
ラ
ン
、Kubota Japanese 

Sake

、Eco Bee House

、

ワ
イ
ル
ド
タ
ー
キ
ー
Ｇ
Ｃ
、

Hiro Ishikawa

、Frank 
Hayakawa

、Mac Kitaura

、

橋
本
純
一
、Jin Yoshida

。

山本竜也さん２連覇
15試合に出場優勝３度目

ベ
ス
ト
30
ゴ
ル
フ
大
会

来
年
は
開
催
50
周
年
へ

http://hinomaru-limo.com
https://www.myhappytummyclub.com/
https://sobaya.square.site/
tel:2122136069
https://jp.momotaro-nyc.com/
http://www.suzukishokudo.com/
mailto:212-840-6942%E3%80%80info@jaany.org
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （42）

　

石
破
茂
首
相
は
9
月
23
日
の

国
連
総
会
で
、
日
本
が
パ
レ
ス

チ
ナ
の
国
家
承
認
を
し
な
い
こ

と
を
、「
す
る
か
否
か
で
は
な

く
、
い
つ
承
認
す
る
か
の
問
題

だ
」
と
演
説
し
ま
し
た
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
を
強
く
非

難
す
る
と
共
に
、「
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
一
方
的
行
為
が
継
続

す
れ
ば
、
新
た
な
対
応
を
と
る

こ
と
に
な
る
」
と
も
述
べ
ま
し

た
。

　
「
二
枚
舌
外
交
」
で
現
在
の

中
東
の
対
立
を
生
ん
だ
元
凶
と

言
わ
れ
る
英
国
、
仏
国
を
初
め

多
く
の
国
々
が
最
近
承
認
を
決

定
し
、
そ
の
合
計
は
１
９
３
の

国
連
加
盟
国
の
約
8
割
と
な
り

ま
す
。
し
か
も
国
連
常
任
理
事

国
の
米
国
以
外
の
仏
英
中
露
4

か
国
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

日
本
は
１
９
７
０
年
代
の
石

油
危
機
以
来
、
ア
ラ
ブ
諸
国
と

の
関
係
や
国
連
外
交
を
重
視
し

て
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
10

月
以
来
日
本
政
府
が
行
っ
て
き

た
ガ
ザ
に
お
け
る
水
、
医
療
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
血
税

３
８
４
８
億
円
の
援
助
が
イ
ス

ラ
エ
ル
の
空
爆
で
破
壊
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
が
承

認
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
米
国

か
ら
の
圧
力
で
あ
る
こ
と
は
想

像
で
き
ま
す
。

　

米
国
の
圧
力
を
乗
り
越
え
て

英
国
や
仏
国
な
ど
が
動
い
た
陰

に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ

ナ
双
方
の
有
志
に
よ
る
連
携
が

あ
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
元

官
僚
、
外
交
官
な
ど
と
、
パ
レ

ス
チ
ナ
側
で
ハ
マ
ス
も
現
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
政
府
も
支
援
し
な

い
有
力
者
達
で
す
。
こ
の
人
達

は
、「
二
国
間
解
決
（
共
存
）」

を
達
成
し
な
け
れ
ば
、
紛
争
が

未
来
永
劫
続
く
と
の
危
機
感
で

行
動
し
、
一
緒
に
仏
国
の
マ
ク

ロ
ン
大
統
領
に
直
談
判
し
ま
し

た
。
私
も
こ
の
人
達
の
連
携
を

手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
最
近
、
政

府
高
官
や
外
交
官
な
ど
の
辞
任

が
増
大
し
、
外
国
に
逃
れ
る
中

産
階
級
の
人
々
も
増
大
し
て
い

ま
す
。
元
々
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ロ

シ
ア
か
ら
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が

多
く
、
欧
州
諸
国
か
ら
逃
れ
た

米
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
構
成
と
は

異
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
戦
闘

継
続
し
か
生
き
残
れ
な
い
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
首
相
と
、
そ
れ
を
支
え

る
右
派
政
治
家
の
突
出
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
国
連
人
権
理
事
会
の

調
査
委
員
会
が
、
ガ
ザ
で
の
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
の
行
動
を
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
と
認
定
し
ま
し
た
。
ユ

ダ
ヤ
人
が
大
量
虐
殺
さ
れ
た
ホ

ロ
コ
ス
ト
を
防
ぐ
た
め
に
制
定

さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に

基
き
イ
ス
ラ
エ
ル
が
指
弾
さ
れ

る
と
い
う
皮
肉
で
す
。

　

9
月
29
日
の
ト
ラ
ン
プ
・
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
会
談
後
の
和
平
案
に

対
し
、林
芳
正
官
房
長
官
は「
二

国
家
解
決
に
向
け
た
重
要
な
一

歩
」
と
述
べ
ま
し
た
。
英
国
ブ

レ
ア
元
首
相
も
和
平
案
作
成
に

関
与
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
外

交
が
、
受
け
身
で
は
な
く
、
関

与
し
て
い
る
姿
を
見
た
い
も
の

で
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
英

国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ
Ｒ

Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助
け

る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助
活

動
を
経
て
国
会
議
員
、
財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
等

を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日

本
協
会
長
、
岐
阜
女
子
大
特
別

客
員
教
授
も
兼
任
。

日
本
は
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
を

〝
未
〞
承
認

　

９
月
22
日
、
第
80
回
国
連
総

会
へ
の
出
席
の
た
め
Ｎ
Ｙ
を
訪

問
中
の
岩
屋
毅
外
務
大
臣
が
、

公
益
社
団
法
人
国
際
文
化
会
館

及
び
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
共
催
「
国
連
総
会
ハ
イ
レ
ベ

ル
ウ
ィ
ー
ク
特
別
対
話
（
テ
ー

マ
は
「
戦
略
的
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ー
分
断
す
る
世
界
に
お
け
る
日

米
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」）」
に

出
席
し
、「
日
本
外
交
と
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
で
岩
屋
大
臣
は
、
日
本

の
外
交
方
針
と
し
て
、
日
米
同

盟
の
強
化
、
同
志
国
連
携
・
近

隣
諸
国
と
の
関
係
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て

述
べ
た
。
そ
の
上
で
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
に
言

及
し
、
多
く
の
国
際
機
関
や
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
課
題
が
指
摘
さ
れ

　

東
北
６
県
と
北
海
道
ゆ
か
り

の
会
で
構
成
さ
れ
る
「
ほ
く
ほ

く
会
」
は
10
月
27
日
、ポ
ー
ト
・

オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
内
の
フ
レ
ー
ム

ズ
ボ
ウ
ル
で
第
13
回
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
各
県
か
ら
40
人
が
参

加
し
、
２
ゲ
ー
ム
勝
負
で
県
対

抗
と
男
女
別
の
得
点
を
競
う
ル

ー
ル
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
後
に
ラ
ッ
フ
ル
で
各
県
の

お
国
自
慢
の
銘
酒
や
景
品
が
配

ら
れ
、
続
い
て
宮
城
県
人
会
会

長
の
大
清
水
良
裕
さ
ん
か
ら
結

果
発
表
が
あ
っ
た
。
団
体
戦
は

Ｎ
Ｙ
秋
田
県
人
会
の
山
本
正
俊

会
長
率
い
る
秋
田
２
チ
ー
ム
が

優
勝
と
準
優
勝
と
な
っ
た
。
総

合
得
点
１
０
２
４
と
８
３
１

（
チ
ー
ム
の
最
多
点
数
４
名
の

２
ゲ
ー
ム
合
計
）。
男
子
個
人

の
優
勝
は
宮
城
県
か
ら
出
場
し

た
大
清
水
良
裕
さ
ん
（
２
ゲ
ー

ム
合
計
２
４
８
）。
女
子
個
人

優
勝
と
準
優
勝
は
秋
田
か
ら
出

場
し
た
川
名
貴
子
さ
ん
（
２
ゲ

ー
ム
合
計
３
０
８
）
と
平
川

美
紀
さ
ん
（
２
ゲ
ー
ム
合
計

２
７
０
）。「
秋
田
県
人
会
の
女

子
が
秋
田
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
準
備
し
、
当
日
は
そ
れ

を
着
て
プ
レ
イ
し
た
女
子
の
活

躍
と
皆
の
団
結
で
優
勝
に
輝
い

た
。」
と
山
本
会
長
が
語
る
。

　

各
県
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
ピ
ザ

や
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
が
並
び
、

応
援
す
る
人
も
一
緒
に
軽
食
を

楽
し
ん
だ
。「
友
人
と
ボ
ウ
リ

ン
グ
の
練
習
を
し
た
り
、
応
援

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
人
た
ち

と
久
し
ぶ
り
に
会
え
て
良
か
っ

た
」
と
の
声
も
あ
り
、
参
加
者

と
応
援
す
る
人
が
共
に
楽
し
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
山
本
み
ゆ
き
）

秋
田
県
が
団
体
で
３
連
覇

て
お
り
、
効
率
性
の
改
善
を
含

め
た
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る

現
状
に
触
れ
た
。
最
後
に
、
日

本
が
対
話
と
協
調
の
外
交
を
通

じ
、
分
断
し
対
立
す
る
世
界
に

お
い
て
、
各
国
を
結
び
つ
け
る

ダ
ン
ト
ツ
の
ス
コ
ア
で
優
勝
し
た
川
名
貴
子
さ
ん
（
写
真
提
供
：
堀
江
貴
さ
ん
）

個
人
優
勝
の
大
清
水
さ
ん
（
右
手
前
）
と
団
体
優
勝
の
秋
田
県
チ
ー
ム
（
前
列
）

ほくほく会
ボウリング大会

岩
屋
外
相
が
講
演

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

結
節
点
と
な
る
べ
く
行
動
し
て

い
く
決
意
を
述
べ
た
。

報
道
関
係
者
の
ビ
ザ
短
縮
令

日
系
報
道
機
関
が
意
見
書
提
出

　

米
国
に
取
材
拠
点
を
置
く
日

本
の
主
要
新
聞
・
通
信
・
放
送

15
社
は
9
月
26
日
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
報
道
関
係
者
を
対
象
と

し
た
ビ
ザ
（
査
証
）
の
有
効
期

間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

異
議
を
唱
え
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
書
）
を
国
土
安

全
保
障
省
に
提
出
し
た
。
日
本

国
内
の
報
道
に
よ
る
と
、
報
道

関
係
者
向
け
の
「
Ｉ
ビ
ザ
」
は

有
効
期
間
が
現
在
５
年
で
延
長

申
請
が
何
度
も
可
能
だ
が
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
は
先
月
下
旬
、
当

初
の
滞
在
期
間
を
２
４
０
日
に

短
縮
し
、
追
加
的
に
２
４
０
日

の
滞
在
を
認
め
る
と
い
う
内
容

に
変
更
す
る
と
発
表
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
報
道

各
社
は
、
滞
在
期
間
お
よ
び
延

長
が
２
４
０
日
に
限
定
さ
れ
れ

ば
「
米
国
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

報
道
の
深
さ
や
質
、
継
続
性
が

損
な
わ
れ
る
」
と
強
い
懸
念
を

表
明
。「
入
国
時
に
２
年
の
滞

在
期
間
を
許
可
し
、
さ
ら
に

２
年
単
位
で
滞
在
延
長
を
認

め
、
最
長
期
間
を
設
け
る
こ
と

な
く
複
数
回
の
滞
在
延
長
を

認
め
る
」
よ
う
要
求
し
た
。 

第
1
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
も

２
０
２
０
年
に
同
様
の
方
針
を

打
ち
出
し
た
が
、
バ
イ
デ
ン
政

権
が
撤
回
し
て
い
る
。今
回
は
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
あ
と
３
年
続

く
こ
と
も
あ
り
、
改
正
案
を
自

分
か
ら
撤
回
す
る
こ
と
は
な
い

と
見
ら
れ
る
た
め
、
前
回
の
よ

う
に
真
っ
向
か
ら
反
発
し
て
抗

議
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
か
ら

は
一
歩
後
退
し
な
が
ら
も
、
代

替
案
と
し
て
の
２
年
を
提
示
し

て
落
と
し
所
を
探
る
よ
う
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
提
案
は
、
日
本
の
報
道
機

関
だ
け
を
狙
い
撃
ち
し
た
も
の

で
は
な
く
、
中
国
は
さ
ら
に
厳

し
い
ビ
ザ
滞
在
期
間
が
90
日
と

な
っ
て
お
り
、
各
国
の
足
並
み

が
揃
う
の
か
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

の
か
は
不
明
だ
。
改
正
案
が
修

正
な
し
に
２
４
０
日
の
滞
在
と

な
る
と
、
特
派
員
や
報
道
機
関

の
派
遣
職
員
の
業
務
に
支
障
を

き
た
す
だ
け
で
な
く
、
駐
在
そ

の
も
の
の
形
に
ま
で
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
滞
在

期
間
が
１
年
未
満
と
な
れ
ば
ア

パ
ー
ト
の
契
約
や
帯
同
家
族
の

子
供
の
修
学
な
ど
に
も
影
響
が

出
る
も
の
と
見
ら
れ
、
米
政
府

が
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
の

か
が
予
測
で
き
な
い
だ
け
に
成

り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
「
再
度
の
注
意
喚

起
：
米
国
法
令
の
遵
守
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
メ
ー
ル
を
9
月

26
日
、在
米
邦
人
へ
送
信
し
た
。

　

今
年
５
月
末
、
米
国
政
府
か

ら
日
本
を
含
む
各
国
大
使
館
・

総
領
事
館
に
対
し
て
、
米
国
内

に
お
け
る
法
令
の
遵
守
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
が
あ
っ
た
。
米

国
政
府
か
ら
の
連
絡
で
は
、
米

国
へ
の
不
法
入
国
、
米
国
内
に

お
い
て
滞
在
期
限
を
超
過
し
不

法
滞
在
と
な
る
、
あ
る
い
は

法
令
違
反
行
為
（
査
証
・
滞
在

資
格
外
活
動
や
飲
酒
運
転
等
）

を
行
っ
た
場
合
、
逮
捕
・
拘
留

さ
れ
た
り
、
多
額
の
罰
金
が
課

さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
す
る
。
ま
た
、
米

国
査
証
発
給
後
や
米
国
入
国
後

も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
言
動
も
含

め
、
米
国
に
よ
る
保
安
審
査
の

対
象
と
な
り
続
け
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
米

国
滞
在
許
可
条
件
を
遵
守
し
て

い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

査
証
・
滞
在
資
格
が
取
り
消
さ

れ
、
国
外
退
去
等
と
な
り
、
そ

の
後
再
入
国
が
禁
止
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

　

米
国
の
出
入
国
、
滞
在
に
関

係
す
る
法
律
制
度
や
手
続
き
等

に
つ
い
て
支
援
・
助
言
が
必
要

な
人
は
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
ま
で
連

絡
す
る
。
ま
た
、
日
本
語
の
通

じ
る
移
民
法
分
野
等
の
弁
護
士

を
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹

介
し
て
い
る
の
で
参
考
に
す

る
。
万
一
逮
捕
・
拘
禁
さ
れ
た

場
合
は
、
現
地
の
警
察
な
ど
に

対
し
て
「I want to contact 

Japanese consulate general 
offi  ce 

」
な
ど
最
寄
り
の
在
外

公
館
に
連
絡
す
る
よ
う
要
請
す

る
。

●
日
本
語
の
通
じ
る
弁
護
士
リ

ス
ト
（
同
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

https://www.ny.us.
em

b-japan.go.jp/
fi les/100911057.pdf　

●
移
民
弁
護
士
検
索
サ
イ
ト

https://ailalawyer.com/　

●
米
国
出
入
国
に
つ
い
て
（
在

ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

日
本
国
大

使
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

https://www.us.emb-japan.
go.jp/itpr_ja/anzen.html#7

米
国
の
法
令
遵
守
を

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
が
再
度
注
意
喚
起

そ
の
他
の
法
令
違
反
を
す
る

と
、
逮
捕
・
罰
金
・
懲
役
の
リ

ス
ク
が
あ
る
ほ
か
、
国
外
退
去

処
分
と
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
国
外
退
去
と
な

っ
た
場
合
、
米
国
へ
の
再
入
国

が
永
久
に
禁
止
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
旨
、
自
国
民
に
周
知
す

る
よ
う
各
国
公
館
に
求
め
て
い

る
。
そ
の
後
も
、
米
国
政
府
か

ら
法
令
の
遵
守
等
に
関
す
る
発

信
が
な
さ
れ
て
い
る
。
在
留
邦

人
及
び
渡
航
者
は
、
米
国
に
お

い
て
、
不
法
入
国
、
不
法
滞
在
、

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
は
９
月
１

日
、
い
と
こ
（
フ
ァ
ー
ス
ト
カ

ズ
ン
）
同
士
の
結
婚
を
禁
じ
る

州
法
を
執
行
し
た
。
同
州
は
近

親
相
姦
を
回
避
す
る
た
め
に
親

や
養
子
を
含
む
近
親
と
の
結
婚

を
禁
じ
て
い
た
が
、
同
州
議
会

は
６
月
23
日
に
同
法
の
対
象
に

い
と
こ
を
追
加
す
る
こ
と
を
可

決
し
た
。

　

い
と
こ
同
士
の
結
婚
を
禁
じ

る
の
は
同
州
が
米
国
内
で
26
州

目
。
多
く
の
州
は
禁
止
の
理
由

と
し
て
主
に
先
天
性
疾
患
の
可

能
性
を
あ
げ
て
お
り
、
近
親
交

配
に
つ
い
て
米
国
立
医
学
図
書

館
は
四
肢
欠
損
や
心
臓
疾
患
、

早
産
、
死
産
の
影
響
を
指
摘
し

て
い
る
。
同
法
案
を
提
出
し
た

オ
ー
ル
ド
・
セ
イ
ブ
ル
ッ
ク
選

出
の
デ
ビ
ン
・
カ
ー
ニ
ー
同
州

下
院
議
員
（
共
和
党
）
は
９
月

18
日
付
の
Ｃ
Ｔ
ポ
ス
ト
紙
の
電

子
版
記
事
で
「
多
く
の
州
が
禁

じ
て
い
る
一
方
で
、
Ｃ
Ｔ
州
は

遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
実
感
し

た
。
科
学
的
に
い
と
こ
同
士
の

結
婚
は
先
天
性
疾
患
発
症
率
を

高
め
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
合
法
な
結
婚
を
罰
す
る
意

図
は
な
い
」
と
伝
え
て
い
る
。

す
で
に
い
と
こ
同
士
で
結
婚
し

て
い
る
夫
婦
は
、
同
法
の
対
象

外
と
な
る
。

　

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域

で
同
結
婚
を
違
法
と
明
記
す
る

の
は
同
州
と
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ

ャ
ー
州
で
、
メ
イ
ン
州
は
同
性

婚
ま
た
は
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
で
問
題
な
い
と
診
断
さ
れ
た

場
合
は
合
法
と
し
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
ア
リ
ゾ
ナ
、イ
リ
ノ
イ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
な
ど
は
高
齢

者
や
不
妊
で
あ
る
場
合
は
い
と

こ
間
の
結
婚
を
認
め
、
ミ
ネ
ソ

タ
州
は
先
住
民
族
の
伝
統
的
習

慣
で
あ
れ
ば
合
法
、
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
は
二
重
い
と
こ
の

結
婚
は
合
法
と
し
て
い
る
。
い

と
こ
同
士
の
結
婚
は
、
南
北
戦

争
当
時
は
全
34
州
で
合
法
だ
っ

た
が
現
在
は
50
州
の
う
ち
34
州

が
禁
じ
て
い
る
。

い
と
こ
同
士
の
結
婚

Ｃ
Ｔ
州
で
禁
止
に

ポ
ケ
モ
ン
を
無
断
使
用

米
国
土
交
通
省
の
動
画

不法入国
不法滞在
法令違反
国外退去などに

　

米
国
土
安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ

Ｓ
）
は
９
月
23
日
、
人
気
ア
ニ

メ
の
ポ
ケ
モ
ン
を
利
用
し
た
移

民
逮
捕
の
動
画
を
Ｘ
に
投
稿

し
、
３
７
０
０
万
人
以
上
に
拡

散
さ
れ
た
。
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
政
権
下
で
不
法
移
民
の

取
り
締
ま
り
強
化
す
る
Ｄ
Ｈ

Ｓ
は
「I will travel across 

the land, searching far and 
wide

」
と
歌
う
ポ
ケ
モ
ン
の

テ
ー
マ
曲
「Gotta Catch ‘em 

All

（
直
訳
：
全
員
捕
ま
え
な

け
れ
ば
）」（
２
０
１
７
年
）
を

バ
ッ
ク
に
、
米
国
の
土
地
に
不

法
侵
入
し
連
邦
警
察
に
手
錠
を

か
け
ら
れ
た
容
疑
者
た
ち
の
様

子
を
撮
影
し
た
動
画
を
作
成
し

た
。
動
画
は
、
合
衆
国
移
民
・

関
税
執
行
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の

「Worst of the Worst

（
悪
人

中
の
悪
人
）」
と
い
う
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
と
、
写
真
と
名
前
、
犯

罪
内
容
を
記
し
た
ポ
ケ
モ
ン
カ

ー
ド
の
よ
う
な
容
疑
者
た
ち
の

写
真
の
映
像
で
終
わ
る
。

　

株
式
会
社
ポ
ケ
モ
ン
の

海
外
事
業
を
展
開
す
る

「The Pokémon Company 
International

」
は
各
メ
デ
ィ

ア
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
「
Ｄ

Ｈ
Ｓ
の
動
画
制
作
や
配
信
に
は

関
わ
っ
て
お
ら
ず
、
知
的
財
産

の
使
用
を
許
可
し
て
い
な
い
」

と
返
答
し
て
い
る
。

若
者
の
重
犯
罪
増
加

Ｎ
Ｙ
市
で
倍
増
を
記
録

　

Ｎ
Ｙ
市
長
室
は
９
月
17
日
、

２
０
２
４
年
７
月
１
日
か
ら
25

年
６
月
30
日
ま
で
の
同
市
年
次

市
政
報
告
書
（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
）
を
公

表
し
た
。
犯
罪
に
関
し
て
は
、

重
大
犯
罪
７
項
目
の
う
ち
６
項

目
が
減
少
し
た
一
方
で
、
刑
事

責
任
年
齢
を
引
き
上
げ
る
Ｎ
Ｙ

州
のRaise the Age Law

（
Ｒ

Ｔ
Ａ
）
法
執
行
以
降
、
若
者
の

重
罪
逮
捕
が
倍
増
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
は
刑
事
責
任
年
齢
を

16
歳
、
次
い
で
17
歳
と
し
て
い

た
が
、
更
生
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ず
社
会
復
帰
を

妨
げ
若
者
を
不
当
に
罰
し
て
い

る
と
し
て
、
２
０
１
８
年
度
予

算
に
同
年
齢
を
18
歳
に
引
き
上

げ
る
法
令
が
組
み
込
ま
れ
た
。

同
法
が
執
行
さ
れ
た
18
年
は
約

２
２
０
０
件
だ
っ
た
17
歳
以
下

の
若
者
の
重
罪
発
生
件
数
は
、

25
年
度
は
５
６
２
３
件
と
倍
以

上
増
加
し
た
。
ま
た
若
者
が
被

害
者
と
な
っ
た
犯
罪
件
数
も
、

21
年
の
２
２
５
９
件
に
比
べ
て

倍
以
上
の
５
１
７
７
件
と
な
っ

て
い
る
。同
市
庁
舎
の
ケ
イ
ラ
・

マ
メ
ラ
ク
報
道
官
は
声
明
で
同

法
に
つ
い
て
「
若
者
の
再
逮
捕

と
被
害
件
数
増
加
の
原
因
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
残
念
に

思
う
。
Ｎ
Ｙ
市
政
は
若
者
が
司

法
制
度
に
関
わ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
教
育
と
関
与
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
公
衆
安
全
確
保
の
た

め
に
、
Ｎ
Ｙ
州
政
府
に
は
同
法

改
正
を
行
う
こ
と
を
引
き
続
き

要
請
す
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

米
連
邦
政
府
は
10
月
1
日
か

ら
始
ま
る
新
会
計
年
度
を
前

に
、議
会
で
予
算
が
成
立
せ
ず
、

政
府
閉
鎖
の
危
機
が
現
実
と
な

っ
た
。
現
行
の
予
算
は
９
月
30

日
深
夜
に
失
効
し
た
。
そ
れ
ま

で
に
与
野
党
が
妥
協
で
き
な
買

っ
た
た
め
政
府
閉
鎖
が
確
定
。

　

下
院
共
和
党
は
、
現
行
水
準

で
11
月
21
日
ま
で
政
府
を
運
営

す
る
暫
定
予
算
案
（
継
続
予
算

＝
Ｃ
Ｒ
）
を
可
決
し
た
。
し
か

し
上
院
で
は
、
民
主
党
が
反
対

姿
勢
を
崩
さ
ず
、
可
決
で
き
な

か
っ
た
。
民
主
党
は
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
が
夏
に
成
立
さ
せ
た
大

型
予
算
再
編
法
で
削
減
さ
れ
た

医
療
保
険
制
度
改
革
法
（
Ａ
Ｃ

Ａ
：
通
称
オ
バ
マ
ケ
ア
）
の
医

療
補
助
金
や
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

（
低
所
得
者
向
け
医
療
保
険
）

支
出
の
一
部
復
活
を
求
め
て
お

り
、
条
件
な
し
の
延
長
に
応
じ

な
か
っ
た
。
一
方
、
共
和
党

は
「
ク
リ
ー
ン
な
Ｃ
Ｒ
」
で
閉

鎖
を
避
け
る
方
針
を
示
し
て
お

り
、
両
党
の
溝
は
埋
ま
ら
な
か

っ
た
。

　

閉
鎖
が
現
実
と
な
り
、
約

30
万
人
が
給
与
停
止
に
直
面

し
、
不
可
欠
業
務
に
従
事
す
る

法
執
行
官
ら
は
無
給
で
勤
務
を

強
い
ら
れ
る
。
航
空
管
制
官
や

交
通
保
安
局
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
の
訓

練
が
停
止
し
、
人
員
不
足
に
拍

車
が
か
か
る
懸
念
が
あ
る
。
連

邦
補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
給

遅
延
や
中
小
企
業
へ
の
影
響
も

予
想
さ
れ
る
。
経
済
全
体
に

と
っ
て
も
不
確
実
性
が
高
ま

り
、
長
期
化
す
れ
ば
地
域
経
済

や
金
融
市
場
に
悪
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
国
民
生

活
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い

情
勢
だ
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
予

算
管
理
局
（
Ｏ
Ｍ
Ｂ
）
は
、
事

前
に
閉
鎖
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
、
各
省
庁
に
対
し
一
時
的

な
休
職
措
置
（furlough

）
に

と
ど
ま
ら
ず
「
恒
久
的
な
人
員

削
減
」
を
検
討
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
た
。
従
来
の
閉
鎖
対
応

を
超
え
る
強
硬
策
で
、
公
務
員

労
働
組
合
や
民
主
党
か
ら
「
威

嚇
行
為
だ
」
と
強
い
批
判
が
相

次
い
で
い
る
。
政
権
側
が
閉
鎖

を
政
治
的
な
圧
力
の
手
段
と
し

て
利
用
す
る
狙
い
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
見
方
も
出
て
い

る
。
各
省
庁
は
閉
鎖
時
の
対
応

計
画
を
未
だ
明
示
せ
ず
、
連
邦

職
員
の
間
で
不
安
が
高
ま
っ
て

い
る
。
短
期
的
な
暫
定
予
算
案

に
よ
る
延
長
で
土
壇
場
の
妥
協

が
成
立
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た

が
、
不
成
立
と
な
り
、
ト
ラ
ン

プ
政
権
初
期
に
発
生
し
た
史
上

最
長
の
政
府
閉
鎖
を
含
め
、
過

去
の
閉
鎖
よ
り
も
さ
ら
に
悪
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

政
府
閉
鎖
長
期
化
の
懸
念
も

連
邦
職
員
の
間
で
不
安
高
ま
る

Ｎ
Ｙ
で
半
世
紀

竹
寿
司
が
閉
店

10
月
５
日
が
ラ
ス
ト
デ
ー

竹
寿
司
を
一
躍
有
名
に
し
た
松
本
紘
宇
の
本（
朝
日
新
聞
社
刊
）

創業から 50年寿司を握った川田さん

　

１
９
７
５
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
お
け
る
寿
司
の
専
門
店
の

第
１
号
と
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

48
丁
目
の
マ
ジ
ソ
ン
街
と
五
番

街
の
間
に
開
店
し
た
竹
寿
司
。

そ
の
後
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
に
近
い
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ

ー
に
移
転
し
て
、
81
年
か
ら
96

年
ま
で
高
度
経
済
成
長
の
波
に

乗
っ
て
海
外
進
出
し
た
日
本
企

業
の
活
況
と
バ
ブ
ル
経
済
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
一
大
寿
司
ブ
ー

ム
が
巻
き
起
こ
り
、
そ
の
看
板

店
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
。

そ
の
栄
華
は
、
共
同
経
営
し
た

松
本
紘
宇
の
著
書
『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
竹
寿
司
物
語
』（
朝
日
新

聞
社
・
刊
）
に
詳
し
い
。
21
年

の
歴
史
に
1
度
は
ピ
リ
オ
ド
を

打
っ
た
が
、
オ
ー
ナ
ー
の
ロ
ビ

ン
川
田
さ
ん
（
78
）
が
同
店
復

活
を
決
意
し
て
ク
イ
ー
ン
ズ
の

サ
ニ
ー
サ
イ
ド
（
ク
イ
ー
ン
ズ

大
通
り
４
１
３
１
番
地
）
で
看

板
を
掲
げ
、
最
後
は
喫
茶
店
の

コ
ー
ナ
ー
を
借
り
て
ま
で
寿
司

を
握
り
続
け
た
。
今
月
５
日

（
日
）
が
最
後
の
営
業
と
な
る
。

https://www.fivelightscenter.com/
http://myriverside.net/home
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/files/100911057.pdf
https://ailalawyer.com/
https://www.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/anzen.html#7


2025年（令和 7年）10月 4日（土） ［総　合］　　（6  ）

　

在
ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事

館
は
10
月
18
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
ウ
ェ
ス
ト
ハ
ー
ト

フ
ォ
ー
ド
に
お
い
て
、
ハ
ー
ト

フ
ォ
ー
ド
日
本
語
学
校
の
協
力

に
よ
り
「
一
日
総
領
事
館
」
を

開
催
す
る
。
利
用
対
象
者
は
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
郡
以
外
の
在
住
者
。
会
場

はSolomon Schechter Day 
School

（26 Buena Vista 
Road, W

est Hartford, CT 
06107

）。
詳
細
は
在
ボ
ス

ト
ン
日
本
国
総
領
事
館
「
１

日
領
事
館
」
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジhttps://www.boston.
us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/
r_one_day_Hartford.html

を
参
照
す
る
。

一
日
総
領
事
館
実
施

ボ
ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
館

10
月
18
日
午
前
中
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「
毎
年
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
１
０
９
９

は
変
更
に
な
る
ん
じ
ゃ
が
、

今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ

１
０
９
９
に
つ
い
て
教
え
て
く

れ
ん
か
？
」
会
社
経
営
者
の
鬣

（
た
て
が
み
）
が
会
計
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず

り
や
け
ん
き
ち
、通
称
譲
謙（
ゆ

ず
け
ん
）
に
お
も
む
ろ
に
聞
い

た
。

　
「
そ
う
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ

と
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
Ｆ

ｏ
ｒ
ｍ
１
０
９
９
自
体
の
復
習

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
Ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
１
０
９
９
は
日
本
で
は
支
払

調
書
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

給
与
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
収
入

を
報
告
す
る
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

収
入
の
報
告
な
の
で
す
が
、
支

払
い
側
が
支
払
金
額
を
報
告
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
受
取
人
の
収

入
を
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
報
告
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
」「
ま
ず
、
Ｆ

ｏ
ｒ
ｍ
１
０
９
９
の
基
本
的

な
種
類
を
教
え
て
く
れ
」「
は

い
、
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
１
０
９
９
の

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
１
０
９
９
に
つ
い
て

主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

１
０
９
９
ー
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
、
こ
れ

は
、
レ
ン
ト
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、

そ
の
他
の
収
入
を
報
告
す
る
フ

ォ
ー
ム
で
す
。
１
０
９
９
ー
Ｉ

Ｎ
Ｔ
は
利
息
収
入
を
報
告
す
る

フ
ォ
ー
ム
で
す
。
１
０
９
９
ー

Ｄ
Ｉ
Ｖ
は
配
当
や
そ
の
他
の
分

配
金
を
報
告
す
る
フ
ォ
ー
ム
で

す
。
１
０
９
９
ー
Ｒ
は
ペ
ン
シ

ョ
ン
や
ア
ニ
ュ
イ
テ
ィ
、
Ｉ
Ｒ

Ａ
や
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン

か
ら
の
分
配
金
を
報
告
す
る
フ

ォ
ー
ム
で
す
。
１
０
９
９
ー
Ｎ

Ｅ
Ｃ
は
従
業
員
以
外
へ
の
報
酬

を
報
告
す
る
フ
ォ
ー
ム
で
す
。

１
０
９
９
ー
Ｂ
は
ブ
ロ
ー
カ
ー

や
バ
ー
タ
ー
取
引
か
ら
の
収
入

と
取
得
原
価
を
報
告
す
る
フ
ォ

ー
ム
で
す
。
１
０
９
９
ー
Ｋ
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
か
ら
の
収
入
や
オ
ン

ラ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ス

か
ら
の
収
入
を
報
告
す
る
フ
ォ

ー
ム
で
す
。
１
０
９
９
ー
Ｄ
Ａ

は
ブ
ロ
ー
カ
ー
取
引
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
ア
セ
ッ
ト
の
現
金
化
に

よ
る
収
入
を
報
告
す
る
フ
ォ
ー

ム
で
す
」「
い
ろ
い
ろ
あ
る
の

う
。
そ
れ
ぞ
れ
、
も
う
少
し

詳
し
く
教
え
て
く
れ
ん
か
？
」

「
は
い
、
そ
れ
で
は
１
０
９
９

ー
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
か
ら
い
き
ま
す
。

配
当
や
非
課
税
利
子
は
10
ド
ル

以
上
の
支
払
い
が
あ
れ
ば
報
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
レ
ン

ト
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
、
賞
金
、

そ
の
他
の
収
入
、
メ
デ
ィ
カ

ル
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
相
手
側
の

弁
護
士
へ
の
支
払
い
や
非
適
格

繰
延
報
酬
は
６
０
０
ド
ル
以
上

の
支
払
い
が
あ
れ
ば
報
告
が
必

要
で
す
。
こ
れ
が
２
０
２
６
年

か
ら
は
２
０
０
０
ド
ル
以
上
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
固
有
の

小
売
り
店
舗
を
持
た
な
い
卸
売

業
者
か
ら
の
５
０
０
０
ド
ル
以

上
の
消
費
財
の
直
接
購
入
も
報

告
が
必
要
で
す
」「
来
年
か
ら

２
０
０
０
ド
ル
以
上
に
な
る
っ

て
の
が
、
大
き
な
改
正
点
じ
ゃ

な
。」「
は
い
、そ
の
通
り
で
す
」

「
支
払
い
相
手
は
個
人
か
？
」

「
は
い
、
基
本
的
に
は
個
人
で

す
が
、
次
の
場
合
に
は
、
会
社

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
魚
の
卸

売
の
た
め
の
現
金
払
い
で
の
購

入
、
医
療
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
支

払
い
、
配
当
や
非
課
税
利
子
の

代
理
受
け
取
り
の
分
の
支
払

い
、
相
手
側
の
弁
護
士
へ
の
支

払
い
で
す
」「
期
日
は
い
つ
じ

ゃ
？
」「
受
取
側
に
は
１
月
31

日
ま
で
に
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
１
０
９
９

の
発
行
が
必
要
で
す
。
Ｉ
Ｒ
Ｓ

へ
の
申
告
は
紙
の
場
合
に
は
２

月
28
日
で
す
が
、
電
子
申
告
の

場
合
に
は
３
月
31
日
に
な
り
ま

す
」「
じ
ゃ
あ
１
０
９
９
ー
Ｉ

Ｎ
Ｔ
は
ど
う
じ
ゃ
？
」「
は
い
、

10
ド
ル
以
上
の
支
払
い
で
報
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
普
通
預

金
、
Ｃ
Ｄ
や
国
債
そ
の
他
諸
々

の
利
子
が
含
ま
れ
ま
す
。
支
払

い
主
は
、
銀
行
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

ユ
ニ
オ
ン
、
金
融
機
関
、
中
小

企
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
報
告

を
う
け
る
受
取
人
は
、
個
人
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
ト
ラ
ス

ト
な
ど
で
す
。
報
告
期
日
は
受

取
人
に
は
１
月
31
日
ま
で
で
、

Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
は
紙
申
告
の
場
合
に

は
２
月
28
日
で
電
子
申
告
の
場

合
に
は
３
月
31
日
に
な
り
ま

す
」「
今
日
は
大
変
勉
強
に
な

っ
た
。
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
じ

ゃ
が
、
今
日
は
こ
こ
ま
で
に
し

て
お
こ
う
。
次
回
は
１
０
９
９

ー
Ｄ
Ｉ
Ｖ
か
ら
説
明
し
て
く

れ
」「
は
い
、
承
知
し
ま
し
た
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（4）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
生
活
し
て

い
る
と
、
足
首
を
ひ
ね
っ
た
り

軽
く
痛
め
た
り
す
る
こ
と
は
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
道
が
悪
い

こ
と
も
多
く
、
地
下
鉄
の
階
段

を
急
い
で
上
り
下
り
す
る
の
も

日
常
茶
飯
事
。
ち
ょ
っ
と
「
イ

タ
ッ
」
と
思
っ
た
程
度
な
ら
、

そ
の
ま
ま
歩
き
続
け
て
し
ま

う
、
そ
ん
な
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
一
度
ひ
ね
っ
た
足

首
は
靱
帯
や
筋
肉
に
小
さ
な
ダ

メ
ー
ジ
を
残
し
や
す
く
、
た
と

え
痛
み
が
引
い
て
も
「
な
ん
と

な
く
違
和
感
が
残
る
」
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
放
置
し
て
い
る
と

無
意
識
に
か
ば
う
歩
き
方
や
動

き
方
が
習
慣
化
し
、
膝
や
腰
な

ど
別
の
部
位
へ
負
担
が
か
か

り
、
後
々
大
き
な
問
題
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は Focused 

Shockwave

（
集
束
型
衝
撃
波

治
療
） 

が
古
傷
に
よ
る
慢
性
的

な
足
首
の
痛
み
に
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ケ
ガ
を
し
た
直
後

な
ど
新
し
い
損
傷
に
対
し
て
は 

Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｔ（
磁
気
パ
ル
ス
治
療
） 

が
組
織
の
回
復
を
早
め
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
て
注
目
さ
れ
て

そ
の
症
状
、「
そ
の
う
ち
治
る
」
と
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

足
首
の
違
和
感
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
多
い
「
放
置
グ
セ
」
の
落
と
し
穴

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
は
首
や
腰
だ
け
で
な

く
、
足
首
や
膝
な
ど
の
関
節
の

バ
ラ
ン
ス
調
整
や
回
復
サ
ポ
ー

ト
に
も
対
応
し
ま
す
。
違
和
感

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず「
動
き
」

に
関
わ
る
症
状
は
相
談
で
き
る

の
で
す
。

　
「
ま
あ
大
丈
夫
」
と
放
置
す

る
前
に
、
専
門
家
に
相
談
し
て

み
る
こ
と
が
、
長
く
元
気
に
歩

き
続
け
る
た
め
の
近
道
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。
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第
80
回
国
連
総
会
は
、
創
設

80
周
年
を
迎
え
た
。今
年
は「
共

に
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
良
く
な

れ
る:

平
和
、
開
発
、
人
権
の

た
め
の
80
年
と
こ
れ
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
一
般
討
論
で
は
各

国
首
脳
が
世
界
課
題
に
言
及

し
、
国
連
体
制
の
存
在
意
義
を

改
め
て
問
う
場
と
な
っ
た
。
記

念
会
合
で
は
効
率
化
・
透
明
性

強
化
な
ど
国
連
改
革
の
必
要
性

が
議
論
さ
れ
、SDG

モ
ー
メ

ン
ト
で
は
進
捗
停
滞
へ
の
危
機

感
か
ら
２
０
３
０
年
達
成
に
向

け
た
行
動
加
速
と
資
金
調
達
が

強
調
さ
れ
た
。

石
破
首
相
、
多
国
間
主
義
の
強
化
を
主
張

 

第
80
回
国
連
総
会
が
閉
幕

■
平
和
と
安
全
保
障
の
議
題

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
や
パ
レ
ス

チ
ナ
情
勢
が
焦
点
と
な
り
、
核

軍
縮
や
平
和
構
築
支
援
が
訴
え

ら
れ
た
。
特
に
パ
レ
ス
チ
ナ
問

題
で
は
「
占
領
地
か
ら
の
不
法

存
在
を
終
了
せ
よ
」
と
の
決
議

が
採
択
さ
れ
、
日
本
は
賛
成
票

を
投
じ
、
国
際
法
遵
守
と
二
国

家
解
決
の
支
持
を
明
確
に
し

た
。

■
気
候
サ
ミ
ッ
ト

　

温
暖
化
対
策
、
公
正
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
転
換
、
資
金
動
員
の
必

間
主
義
の
強
化
、
人
間
の
安
全

保
障
を
柱
と
す
る
国
際
貢
献
を

表
明
し
た
。
さ
ら
に
気
候
変
動

対
策
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
の
技
術
協
力
、
グ
リ
ー

ン
金
融
を
通
じ
た
途
上
国
支
援

の
拡
充
を
訴
え
た
。

■
各
国
意
見
の
隔
た
り

　

一
方
、
国
際
社
会
で
は
意
見

の
隔
た
り
も
見
ら
れ
た
。
パ
レ

ス
チ
ナ
問
題
で
は
即
時
停
戦
を

求
め
る
国
と
安
全
保
障
を
優
先

す
る
国
が
対
立
。
核
軍
縮
で
は

禁
止
条
約
支
持
国
と
核
保
有
国

の
立
場
に
溝
が
残
る
。
気
候
変

動
で
は
先
進
国
が
高
い
削
減
目

標
を
訴
え
る
一
方
、
途
上
国
は

債
務
負
担
軽
減
や
技
術
移
転
を

強
く
求
め
た
。
Ａ
Ｉ
規
制
で
も

革
新
重
視
と
人
権
重
視
の
間
で

意
見
が
割
れ
た
。

　

第
80
回
総
会
は
、
平
和
・
開

発
・
人
権
の
三
本
柱
を
再
確
認

し
つ
つ
、
国
際
的
分
断
を
乗
り

越
え
る
協
力
の
必
要
性
を
浮
き

彫
り
に
し
た
と
言
え
る
。

要
性
が
確
認
さ
れ
、
非
感
染
性

疾
患
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の

対
応
、
Ａ
Ｉ
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
主

要
課
題
と
な
っ
た
。

■
日
本
の
石
破
首
相

　

一
般
討
論
演
説
で
、
民
主
主

義
と
法
の
支
配
の
堅
持
、
多
国

■
古
市
裕
子
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

在
Ｎ
Ｙ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

ラ
イ
タ
ー
。
Ｎ
Ｙ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ

ン
社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
研
究
所 (ABD: Ph.D.) 

元
ジ
ェ
ト
ロ
勤
務
。
著
書
『
欧

米
企
業
に
学
ぶ
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

転
換
戦
略
の
現
在:

サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
×
次
世
代
×
企
業
価
値
』
新

潮
社
。『
パ
ー
パ
ス: 

何
の
た
め

に
存
在
し
ど
ん
な
価
値
を
提
供

す
る
の
か
』
リ
ス
ナ
ー
ズ
出
版

NY日商が参加者募集
サムスン見学ツアー

　ニューヨーク日本商工会議所（JCC I）は、10月
10日（金）午前９時 30 分から11時 30 分まで、
ニュージャージー州イングルウッドクリフスにある
サムスン本社内の新法人向けショールームのバス
見学ツアーを実施する。参加費は１人45土塁（交
通費とランチ代含む）。募集定員は40人（１社２
名まで）。韓国商工会議所 (KOCHAM)との交流会
において、サムスンの北米 CEOである会長より招
待を受けての開催となる。申し込みは先着順。出
発は日本クラブ前から当日午前８時 45分。10月
３日（金）以降に取消す場合は取消料金が100%
かかる。
申し込みは
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfx
tx0HpaF2dIGpChvsrb8lnyZieNK32qTf8JBovIMC
3f-Cgg/viewform

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
www.uemurachiropractic.com
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfxtx0HpaF2dIGpChvsrb8lnyZieNK32qTf8JBovIMC3f-Cgg/viewform
https://www.boston.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/r_one_day_Hartford.html
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メ
ー
カ
ー
ズ
シ
ャ
ツ
鎌
倉

（
本
社
東
京
都
、
通
称
・
鎌
倉

シ
ャ
ツ
）
の
貞
末
奈
名
子
社
長

が
９
月
23
日
午
後
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で

講
演
し
た
。
同
大
学
日
本
経
済

経
営
研
究
所
の
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
当
日
は
日
本
の
ア

パ
レ
ル
業
界
で
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
の
日
本
製
ブ
ラ
ン
ド

に
革
命
を
与
え
た
同
社
の
歩
み

や
、値
引
き
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

宣
伝
を
し
な
い
同
社
独
自
の
経

営
方
針
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

同
社
は
１
９
９
３
年
11
月
７

日
に
鎌
倉
市
で
創
業
し
、
メ
ン

ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る

Ｖ
Ａ
Ｎ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
元
社
員

だ
っ
た
父
の
貞
末
良
雄
と
妻
の

民
子
が
始
め
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
だ
っ
た
。
30
年
近
い
日

本
の
デ
フ
レ
経
済
の
中
で
、
縫

製
品
質
の
高
い
シ
ャ
ツ
を
手
頃

な
価
格
で
販
売
す
る
方
式
で
成

長
し
、
現
在
日
本
全
国
に
25

店
舗
を
構
え
て
い
る
。
海
外

で
は
２
０
１
２
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
マ
ジ
ソ
ン
街
に
出

店
、金
融
街
に
も
店
舗
を
拡
大
、

２
０
１
９
年
に
は
中
国
上
海
に

も
進
出
し
た
が
、
２
０
２
０
年

の
コ
ロ
ナ
禍
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
撤
退
し

た
経
緯
を
述
べ
た
。「
父
の
悲

願
だ
っ
た
マ
ジ
ソ
ン
店
を
私
の

手
で
閉
め
る
の
は
と
て
も
辛
か

っ
た
が
、
ま
た
い
つ
か
こ
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
に
戻
っ
て
く

る
と
心
に
誓
い
、
４
年
後
の
昨

年
、
再
度
上
陸
を
果
た
し
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

　

現
在
鎌
倉
シ
ャ
ツ
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
に
あ
る
グ
ラ

ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に
隣
接
す

る
グ
レ
イ
バ
ー
ビ
ル
16
階
に
サ

ロ
ン
店
を
構
え
て
い
る
。
同
店

は
完
全
予
約
制
で
注
文
仕
立
て

の
シ
ャ
ツ
を
販
売
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
圧
倒
的
な
人

気
を
誇
っ
て
い
る
。
今
回
の
同

大
で
の
講
演
も
、
Ｎ
Ｙ
サ
ロ
ン

開
店
１
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
貞
末
社
長
が
来
米
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
。
貞

末
社
長
は
講
演
の
中
で
、
鎌
倉

シ
ャ
ツ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ポ
リ

シ
ー
が
「
世
界
で
活
躍
す
る
ピ

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
経
営
理
念
講
演

鎌倉シャツ社長

貞末 奈名子さん

　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
、

11
日
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ロ
ン

グ
ビ
ー
チ
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
主
催
の
「
２
０
２
５
・
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
エ
キ
ス
ポ
」
に
お
い

て
、
日
本
の
航
空
会
社
と
し
て

唯
一
、
5
年
連
続
で
「
ワ
ー
ル

ド
ク
ラ
ス
」
に
認
定
さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
北
米
を
拠
点
に

す
る
世
界
最
大
の
エ
ア
ラ
イ
ン

業
界
団
体
の
一
つ
で
、
世
界
の

航
空
会
社
、
空
港
、
エ
ア
ラ
イ

ン
関
連
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
が

参
加
す
る
非
営
利
団
体
。
ワ
ー

ル
ド
ク
ラ
ス
は
、
機
内
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
「
安
全
・
安
心
と

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」「
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」「
サ
ー
ビ
ス

品
質
」
の
3
つ
に
よ
り
審
査
さ

れ
る
。
今
回
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

ス
」
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、
世

界
の
航
空
会
社
の
10
社
、
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
機
内
サ
ー
ビ
ス
が
航
空
業

界
を
リ
ー
ド
す
る
世
界
最
高
品

質
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
ジ
ョ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
氏
は「
温

か
み
の
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
対

応
や
、
細
部
に
ま
で
行
き
届
い

た
サ
ー
ビ
ス
が
す
べ
て
の
フ
ラ

イ
ト
で
際
立
っ
て
お
り
、
特
に

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
サ
ー
ビ

ス
と
乗
務
員
の
丁
寧
な
対
応

は
、
非
常
に
優
れ
て
い
た
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
本
部 

副
本

部
長
の
西
原
口
香
織
氏
は
「
名

誉
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
ワ
ー
ル
ド
ク

ラ
ス
ア
ワ
ー
ド
を
5
年
連
続
で

受
賞
で
き
た
こ
と
を
大
変
光
栄

に
思
い
ま
す
」と
述
べ
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
機
内
サ
ー
ビ
ス

世
界
最
高
水
準
と
認
定

日本航空が5年連続
APEXワールドクラス

ー
プ
ル
を
応
援
す
る
」
こ
と
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
日
本
製

の
国
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点

を
強
調
し
た
。「
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
時
に
企
業
が
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
に
な
り
シ
ャ
ツ
が
売
れ
な

く
な
っ
た
時
期
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ

の
生
地
で
マ
ス
ク
を
作
っ
た
ら

発
売
６
日
で
50
万
枚
の
注
文
が

来
た
。
仕
事
を
継
続
的
に
発
注

す
る
こ
と
で
職
人
や
工
場
の
高

い
技
術
が
維
持
で
き
る
」
と
も

述
べ
た
。
コ
ッ
ト
ン
の
栽
培
、

原
料
か
ら
全
て
の
工
程
を
完
結

さ
せ
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

　

講
演
後
半
は
同
大
日
本
経
済

経
営
研
究
所
マ
ネ
ジ
ン
グ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
荻
野
僚
子
さ
ん
の
司

会
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

聴
講
し
た
大
学
院
２
年
生
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ウ
オ
ル
タ
ー
さ

ん
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
で
き
て

い
る
そ
の
背
景
に
高
品
質
と
サ

ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分

か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

13
年
前
、
マ
ジ
ソ
ン
街
店
開

店
の
朝
午
前
７
時
、
当
時
の
社

長
で
母
の
民
子
は
こ
う
訓
示
し

た
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ

ん
に
日
本
の
お
も
て
な
し
の
心

を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」。
そ
の
志
は
今
、

二
代
目
の
奈
名
子
社
長
に
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
新
た
な
メ

ル
マ
ガ
「
経
済
安
保
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
」
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
経
済
安
全
保
障
に
関
す
る

法
規
制
な
ど
に
つ
い
て
、
米

国
・
中
国
を
中
心
と
し
た
最

新
の
政
策
解
説
や 

関
連
記
事
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
実
務
に
役

立
つ
情
報
を
紹
介
す
る
。
登

録
メ
ン
バ
ー
限
定
の
セ
ミ
ナ

ー 

な
ど
も
案
内
予
定
。
詳
細

はhttps://www.jetro.go.jp/
mail/list/eco-sec.html

問
い

合
わ
せ
は
ジ
ェ
ト
ロ
調
査
部
経

済
安
全
保
障
事
務
局
・
電
話

０
３
・
３
５
８
２
・
５
１
７
７

（
国
際
経
済
課
）
Ｅ
メ
ー
ル 

eco-sec@jetro.go.jp

ジ
ェ
ト
ロ
新
た
な

メ
ル
マ
ガ
を
配
信

http://kkobo.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:eco-sec@jetro.go.jp
mailto:eco-sec@jetro.go.jp
mailto:eco-sec@jetro.go.jp
mailto:eco-sec@jetro.go.jp
mailto:eco-sec@jetro.go.jp
https://www.jetro.go.jp/mail/list/eco-sec.html
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「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
、

世
界
の
未
来
づ
く
り
に
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
、
中
小
企
業

の
海
外
進
出
を
支
援
す
る
株
式

会
社
ド
ウ
ゾ
（douzo　
本
社
：

東
京
都
台
東
区
、代
表
取
締
役
：

上
田
達
）の
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
襷 

Taski

」
が
、
日
本
の
包
丁
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
初
め
て
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
高
級
ス
ー
パ
ー

チ
ェ
ー
ン Erewhon

（
エ
レ

ウ
ォ
ン
）で
販
売
開
始
さ
れ
た
。

　

エ
レ
ウ
ォ
ン
ロ
ゴ
入
り
の

限
定
オ
リ
ジ
ナ
ル
包
丁
３
本

セ
ッ
ト
（
菜
切
包
丁
、
切
付

包
丁
、
切
付
ペ
テ
ィ
ナ
イ
フ
）

で
、
販
売
価
格
は
６
４
８
ド

ル
。Taski

の
包
丁
は
、
刀
鍛

冶
の
伝
統
が
８
０
０
年
以
上
続

き
、
世
界
３
大
刃
物
産
地
の
一

つ
と
し
て
知
ら
れ
る
岐
阜
県
関

市
に
て
、
熟
練
の
職
人
に
よ
っ

て
丁
寧
に
製
作
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
売
は
、
日
本
の
伝
統

技
術
と
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
を

融
合
さ
せ
た
製
品
が
、
米
国
の

プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お

い
て
確
か
な
評
価
を
得
た
証
で

あ
り
、
日
本
の
職
人
技
術
が
世

界
に
通
用
す
る
こ
と
を
改
め
て

示
す
成
果
と
な
っ
た
。
製
品
の

詳
細
・
購
入
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://douzo.jp/

、
ま
た
は

エ
レ
ウ
ォ
ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

イ
トhttps://ship.erewhon.

com/products/erewhon-
premium-knife-set-by-taski

を
参
照
す
る
。

包丁のTaski
エレウォンで販売

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
諮
問
委
員
会

（
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
は
９
月
22
日
、
カ

ジ
ノ
施
設
「
フ
リ
ー
ダ
ム
・
プ

ラ
ザ
」
計
画
の
可
否
を
決
定
す

る
投
票
で
、
６
人
の
う
ち
４
人

が
反
対
票
を
投
じ
、
Ｎ
Ｙ
州
ゲ

ー
ミ
ン
グ
（
賭
博
）
管
理
委
員

会
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
で
の
申

請
を
却
下
し
た
。

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
を
拠
点
に

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や
リ
ゾ

ー
ト
複
合
施
設
を
展
開
す
る
モ

ヒ
ガ
ン
・
サ
ン
は
、
国
連
本
部

に
近
い
１
番
街
の
38
〜
41
丁
目

で
の
カ
ジ
ノ
営
業
許
可
を
申
請

し
て
い
た
。
こ
の
計
画
に
は
、

５
０
０
戸
の
ア
フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル

住
居
、
広
さ
４
・
７
エ
ー
カ
ー

の
公
園
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
同
諮

問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
ア
フ

ォ
ー
ダ
ブ
ル
住
居
の
建
設
を
促

す
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
同
州

知
事
と
同
計
画
で
大
幅
な
雇
用

拡
大
を
期
待
し
て
い
た
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
同
市
長
は
「
賛

成
」
を
投
じ
て
い
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
は
、
Ｎ
Ｙ
市
を
含
む

ダ
ウ
ン
ス
テ
ー
ト
（
州
南
部
）

で
は
３
件
の
運
営
許
可
証
の
発

行
を
交
付
す
る
予
定
で
、
諮
問

委
員
会
は
フ
リ
ー
ダ
ム
・
プ
ラ

ザ
の
前
週
に
も
タ
イ
ム
ズ
ス
ク

エ
ア
の
シ
ー
ザ
ー
ズ
パ
レ
ス
と

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
の
ザ
・
ア
ベ

ニ
ー
ル
計
画
を
否
決
し
た
。
シ

ー
ザ
ー
ズ
パ
レ
ス
計
画
は
人
気

ラ
ッ
パ
ー
の
ジ
ェ
イ
・
Ｚ
さ
ん

が
支
援
し
て
い
た
こ
と
で
話
題

に
な
っ
た
が
、
劇
場
経
営
者
か

ら
成
る
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
リ
ー

グ
と
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
住
民

た
ち
が
連
立
し
「
ノ
ー
・
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
・
カ
ジ
ノ
」
を

掲
げ
反
対
を
訴
え
て
い
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
カ
ジ
ノ
計
画

す
べ
て
却
下
に

　

9
月
21
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
パ
ー
チ
ェ
ス
に
あ
る
慶
應
義

塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学
院
に
て
、

第
35
回
グ
レ
ー
タ
ー
米
国
北

部
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

（
主
催
：
志
道
学
院
Ｎ
Ｙ
士
道

館
）
同
大
会
に
は
、
９
歳
以
下

の
子
供
か
ら
70
歳
代
ま
で
、
約

１
３
０
人
が
参
加
。
17
の
道
場

が
集
ま
り
、
年
代
別
・
男
女
別

の
個
人
戦
、
道
場
別
の
団
体
戦

が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
最
後
の

講
評
と
し
て
、
梯
正
治
審
判
長

（
範
士
８
段
元
警
視
庁
剣
道
主

席
師
範
）
か
ら
各
参
加
者
へ
の

健
闘
を
称
え
た
上
で
、
昔
か
ら

の
教
え
で
あ
る
「
剣
道
の
試
合

で
は
見
苦
し
い
勝
者
に
な
る
よ

り
、美
し
い
敗
者
で
あ
れ
」「
勝

敗
に
拘
る
こ
と
で
礼
儀
を
忘
れ

た
基
本
の
崩
れ
た
試
合
で
勝
つ

こ
と
に
だ
け
執
着
す
る
の
で
は

な
く
、
基
本
を
重
視
し
た
正
し

い
剣
道
を
目
指
す
こ
と
が
結
局

は
将
来
の
大
き
な
素
晴
ら
し
い

勝
者
と
な
る
こ
と
に
繋
が
る
」

と
い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
問

い
合
わ
せ
はkendo-ny.org

17
道
場
か
ら

１
３
０
選
手
が
出
場

第35回グレーター
米国北部剣道大会
慶應義塾NY学院で開催

5段以上の部決勝、左アダムス・ダンキン (士道舘 ) 優勝　右加藤大士 (士道舘 ) 

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

２
０
２
６
年
度
《
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
ギ
ャ
ラ
リ
ー
応
募
規
定
》

■
募
集
対
象
：
本
紙
で
過
去
に

記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ま
た

は
将
来
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個

展
開
催
や
グ
ル
ー
プ
展
参
加
を

希
望
す
る
作
家
。
日
本
を
含
む

米
国
外
居
住
者
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

■
展
示
作
品
：
絵
画
、
写
真
、

彫
刻
（
写
真
）
な
ど
平
面
で
表

現
で
き
る
画
像
と
し
て
最
大
10

点
ま
で
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
日

本
語
と
英
語
）、
作
家
の
顔
写

真
、
作
家
の
ブ
ロ
グ
、
Ｈ
Ｐ
も

記
載
し
ま
す
。

■
募
集
定
員
：
20
人

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ウ
ェ
ブ
版　

www.nyseikatsu.com

現
在
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

紙
面 

ア
ド
レ
スhttps://

nyseikatsu.com/gallery/

■
展
示
期
間
：
無
期
限
。

■
掲
載
料
：
２
０
０
ド
ル
。
作

品
を
最
大
10
点
ま
で
展
示
。

■
翌
年
か
ら
の
更
新
料
は
無
料

に
な
り
ま
し
た
。（
作
品
の
入

れ
替
え
が
可
能
で
す
。
作
品
の

入
れ
替
え
は
１
点
30
ド
ル
の
実

費
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）

■
販
売
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
２
割
。

（
作
品
の
郵
送
代
は
作
家
負
担
。

作
家
が
購
入
者
に
郵
送
す
る
形

に
な
り
ま
す
）
代
金
は
、
購
入

者
が
直
接
作
家
に
支
払
い
ま

す
。
購
入
者
を
紹
介
後
、
作
家

と
購
入
者
と
で
や
り
と
り
し
て

く
だ
さ
い
。
作
家
は
代
金
を
受

け
取
っ
た
後
、
そ
の
２
割
を
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
に
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
変
更
は
実

費
で
30
ド
ル 

い
た
だ
き
ま
す
。

■
掲
載
に
あ
た
り
本
紙
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

■
年
に
１
度
、
紙
面
で
同
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
示
作
品
に
よ
る
紙
上

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
開
催
致
し
ま

す
。（
本
紙
新
年
号
を
予
定
）。

■
２
０
２
６
年
度
第
一
次
ギ

ャ
ラ
リ
ー
へ
の
参
加
申
し
込

み
受
付
は
10
月
１
日
か
ら
開

始
、
締
め
切
り
は
11
月
30

日
で
す
。
申
し
込
み
、
詳

細
の
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
４
・
８
１
５
・
０
４
３
９
、

Ｅ
メ
ー
ル　

miura@
nyseikatsu.com 　

担
当
・
三

浦
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

https://giip-global.com/ja/
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://www.samuraipapabk.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://qbhouseusa.com/
tel:18778852726
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://douzo.jp/
https://ship.erewhon.com/products/erewhon-premium-knife-set-by-taski
mailto:miura@nyseikatsu.com�


こどものくに幼稚園
♪夢をのせていま世界へ♪ 異文化に暮らす幼児の健全な発育に欠かせない母国

語の重要性は、意外と知られていないのが現状です。本
園は心、知、体そして社会性をバランス良く発達させる
ために理想的な保育環境を追求して50年の実績を誇
ります。研究を重ねたプログラムと献身的な教師陣が、
世界にはばたく日本人を育むお手伝いをします。子ども
たちの目の輝きが違います。ぜひ一度ご見学下さい。

途中入園についてのお問い合わせ、また園見学ご希望
の場合は園にご連絡ください。

資料請求先： Tel: 914-949-0067
 Fax: 914-949-0247

252 Soundview Avenue
White Plains, NY 10606

E-mail: kk@kodomony.org                             URL: www.kodomony.org

5050年年のの
実績実績
50年の
実績

（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）10月 4日（土）
　

ア
メ
リ
カ
の
昔
な
が
ら
の
焼

き
菓
子
が
食
べ
た
い
な
ら
、
ベ

イ
ク
ド
・
バ
イ
・
ス
ー
ザ
ン
へ
。

11
年
連
続
で
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
を
受
賞

ほ
ど
よ
い
甘
さ
の

絶
品
ウ
ー
ピ
ー
パ
イ

ス
コ
ー
ン
が
食
べ
た
く
な
っ
て

ク
ロ
ト
ン
・
オ
ン
・
ハ
ド
ソ
ン

ま
で
ひ
と
っ
走
り
。
ス
コ
ー
ン

の
他
に
何
を
買
お
う
か
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
を
さ
ま
よ
う
目
に
止
ま

っ
た
の
は
「
ウ
ー
ピ
ー
パ
イ
」。

米
国
北
東
部
の
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

の
伝
統
菓
子
で
、
丸
い
ケ
ー
キ

の
間
に
ク
リ
ー
ム
を
挟
ん
だ
お

菓
子
だ
。
そ
の
昔
、
弁
当
に
デ

Baked by Susan
379 S. Riverside Ave. Croton On Hudson
毎日午前 7時から午後 6時まで営業

https://bakedbysusan.com/

し
て
い
る
こ
の
店
で
は
、
ス
コ

ー
ン
や
パ
イ
、
タ
ル
ト
、
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
、
シ
ナ
モ
ン
バ
ン
な

ど
毎
日
焼
き
た
て
が
店
頭
に
並

ぶ
。
久
し
ぶ
り
に
ス
ー
ザ
ン
の

　

今
年
３
月
、
ス
カ
ー
ス
デ
ー

ル
の
高
校
生
が
グ
ア
テ
マ
ラ
の

小
規
模
農
家
を
支
援
す
る
コ
ー

ヒ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
「cdBeanz

」

を
立
ち
上
げ
た
。
熱
烈
な
コ
ー

ヒ
ー
愛
好
家
の
シ
ャ
ー
リ
ー

ン
・
ド
ン
さ
ん
は
昨
年
の
冬
休

み
に
家
族
と
グ
ア
テ
マ
ラ
へ
旅

行
し
た
際
に
コ
ー
ヒ
ー
農
園
を

訪
れ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
が
グ
ア
テ

マ
ラ
文
化
や
経
済
の
中
心
に
あ

る
こ
と
、
小
規
模
農
家
の
人
々

が
い
か
に
懸
命
に
働
い
て
い
る

か
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ド
ン

さ
ん
は
旅
か
ら
戻
っ
た
後
、
小

規
模
農
家
の
支
援
に
尽
力
す
る

グ
ア
テ
マ
ラ
の
非
営
利
団
体
と

提
携
し
て
コ
ー
ヒ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
思
い
つ

い
た
。
１
０
０
以
上
の
小
規
模

コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
と
提
携
し
て

い
る
そ
の
非
営
利
団
体
を
通

じ
て
生
産
農
場
か
ら
直
接
コ

ー
ヒ
ー
豆
を
購
入
す
る
こ
と

で
、
中
間
搾
取
を
排
除
し
て
生

産
者
の
増
収
を
目
指
す
。
ま

た
、「cdBeanz

」
で
は
あ
る

程
度
オ
ー
ダ
ー
が
ま
と
ま
っ
て

か
ら
焙
煎
を
行
う
た
め
、
顧

客
は
常
に
焙
煎
し
た
て
の
豆

を
受
け
取
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
ロ
ー
ス
ト
は
ミ
デ
ィ
ア

ム
、
ダ
ー
ク
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ

の
３
種
類
で
、
い
ず
れ
も
１

パ
ウ
ン
ド
18
ド
ル
（
送
料
込

み
）。
オ
ー
ダ
ー
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://sites.google.

com
/view/cdbeanz/

home?authuser=0

か
ら
。

ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
高
校
生

の
コ
ー
ヒ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

　ウエストチェスターで開催さ
れる各種ハロウィンイベントを
ご紹介。
■プレイランド恐怖の館
　規模も内容もこれまで以上に
スケールアップした「恐怖の館」
がプレイランドに帰ってくる！
１万２０００平方フィートもの
広大なスペースでは「地下墓地」、
「精神病院」、「運命の渦巻トンネ
ル」などのホラーアトラクション
が繰り広げられる。ハリウッド
映画さながらのセット、プロ級
のメイクと衣装、最新鋭の音響・
照明効果、館のあちこちに潜む不
気味なキャラクターたち。ホラー
好きなあなた、是非一度お試しあ

れ。10 日（金）以降の毎週末と
11 月 1 日（土）の午後７時また
は８時から 30分ごとに入場する
システム。チケット29ドルから。
Scared by the Sound @ Rye 
Playland (1 Playland Pkwy. Rye)
h t tps : //app .hauntpay.com/
events/scared-by-the-sound-
haunted-house
■首なし騎士の事件簿
　スリーピー・ホロウにある邸宅
美術館フィリップスバーグマナ
ーの敷地をガイドと共に歩くミ
ステリーツアー。道中では熱血
漢のハンス・ヴァン・リッパー
や魅力的なカトリーナ・ヴァン・
タッセル、魔女フルダ、そして
怪しげな町民たちと遭遇、イカ
ボッド・クレーン（ワシントン・
アーヴィングの短編小説「スリー
ピー・ホロウの伝説」に登場する
主人公）に何が起きたのか、参
加者は隠された真実を解き明か

す。もちろん首なし騎士本人も登
場する。ツアーは 45 分。会期は
11 月１日（土）までの週末、午
前 11 時から午後４時 15 分まで
（金曜のみ正午 12時から）。チケ
ットは子供 25 ドル、大人 30 ド
ル。The headless Horseman Files 
@ Philipsburg Manor
(381 N. Broadway, Sleepy Hollow)
https://hudsonvalley.org/events/
the-headless-horseman-fi les/
■ゴシックハーベストマーケッ
ト
　こちらはタリータウンの邸宅
美術館リンドハーストで開催さ
れるゴシックマーケット。会場に
はハドソンバレー各地のベンダ
ーが集まり、不気味な珍品、厳選
されたアンティークやジュエリ
ー、魔女にまつわる品々を販売す
る、ハロウィン直前ならではのマ
ーケット。会期は 25 日（土）と
26 日（日）の午前 10 時から午
後５時まで。チケット大人 16ド
ル 25セント（５歳以下無料）。
　リンドハーストにまだ行った
ことがない人は邸宅ツアー（要
予約、別途料金）に是非参加を。
荘厳な玄関ホールやロビー、応接
室、書斎、ヴィクトリア様式のダ
イニングルーム、季節の装飾で彩
られたアートギャラリーなど見
どころ満載。

Lyndhurst (635 S. Broadway, 
Tarrytown)
https://lyndhurst.org/events/
gothic-harvest-market-weekend/
■ハロウィン・ハウル
　サウスセーラムにある狼に関
する教育・研究・保護を目的とす
る狼保全センターで開催される
特別イベント。北米のオオカミに
まつわる神話、生物学と生態につ
いて学び、なぜこの時期が北米の
オオカミにとって魔法のような
時間なのかを探る。夕暮れ時のシ
ョートハイキングでは狼の遠吠
えを聞きながら、絶滅危惧種のア
カオオカミやメキシコオオカミ
に出会えるかも。懐中電灯を持参
のこと。仮装大歓迎。犬連れ不可。
25 日（土）午後５時から約１時
間半。事前予約制（20ドル）。
会場Wolf Conservation Center (7 
Buck Run, South Salem)
h t t p s : / /nywo l f . o r g / even t /
halloween-howl-2025-10-25/
■ロッキーホラーショー
　伝説の映画、ロッキーホラーシ
ョーの上映会。１９７３年にロン
ドンの小劇場で上演されたミュ
ージカルを映画化したもので、公
開当初の評価は散々だったが、他
に類を見ない奇抜なストーリー
展開とヴィジュアル、音楽が相ま
ってじわじわと人気が出た。熱狂
的なファンが上映場面に合わせ
てライターを灯したり米を撒い
たりする参加型映画を形作り、伝
説的な映画となった。初上映から
50 年経つ今見ても古びた感じは
しない。25日（土）午後８時開場、
９時開演。チケット 28 ドル（小
道具付き 36ドル）。
会 場 Tarrytown Music Hall (13 
Main St. Tarrytown) 
https://tarrytownmusichall.org/

ハロウィンイベント

ザ
ー
ト
と
し
て
添
え
ら
れ
た
ウ

ー
ピ
ー
パ
イ
を
見
つ
け
た
農

夫
が
「Whoopie

（
イ
ヤ
ッ
ホ

ー
）
！
」
と
歓
声
を
あ
げ
た
の

で
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
日
の
ウ
ー
ピ
ー

パ
イ
は
パ
ン
プ
キ
ン
風
味
。
し

っ
と
り
し
た
パ
ン
プ
キ
ン
ケ
ー

キ
の
間
に
程
よ
い
甘
さ
の
ク
リ

ー
ム
が
た
っ
ぷ
り
。
全
部
食
べ

ら
れ
る
か
な
？
と
思
っ
た
の
は

最
初
だ
け
、
あ
っ
と
い
う
間
に

ペ
ロ
リ
と
完
食
し
て
お
腹
も
心

も
幸
せ
い
っ
ぱ
い
。

＊
店
の
左
手
の
駐
車
場
は
ベ
ー

カ
リ
ー
用
で
は
な
い
の
で
駐
車

禁
止
。

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
https://www.jwsny.org/pdfs/document/2026setsumeikai.pdf
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://sushitatsuwp.com/
https://bakedbysusan.com/
https://tarrytownmusichall.org/
https://app.hauntpay.com/events/scared-by-the-sound-haunted-house
https://hudsonvalley.org/events/the-headless-horseman-files/
https://lyndhurst.org/events/gothic-harvest-market-weekend/
https://nywolf.org/event/halloween-howl-2025-10-25/
https://sites.google.com/view/cdbeanz/home?authuser=0
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今
夏
、『
平
和
を
つ
く
る
方

法　

ふ
つ
う
の
人
た
ち
の
す
ご

い
戦
略
』
を
約
１
か
月
か
け
て

読
み
終
え
た
。
つ
け
た
付
箋
は

20
か
所
以
上
。
国
際
協
力
と
か

世
界
の
平
和
構
築
な
ど
と
は
ほ

ど
遠
い
日
々
を
送
る
私
だ
が
、

実
に
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
だ
っ

た
。

　

著
者
の
セ
ヴ
リ
ー
ヌ
・
オ
ト

セ
ー
ル
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
政
治
学
教
授
で
、
20
年
以
上

に
わ
た
り「
国
境
な
き
医
師
団
」

へ
の
参
加
や
国
連
本
部
で
の
勤

務
な
ど
国
際
援
助
の
世
界
に
関

わ
り
、
ソ
マ
リ
ア
や
パ
レ
ス
チ

ナ
な
ど
12
の
紛
争
地
域
で
調
査

を
行
っ
て
き
た
。

　

優
れ
た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
が

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
を
同
じ
土
俵
に

ま
で
導
き
、
後
は
彼
ら
の
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

使
っ
て
支
援
す
る
こ
と
、
彼
ら

に
決
断
さ
せ
る
こ
と
に
徹
す
る

や
り
方
で
、
各
地
の
紛
争
解
決

が
成
功
し
た
事
例
が
紹
介
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
コ
ン
ゴ
の
湖
の

中
の
イ
ジ
ュ
ウ
ィ
島
、
ソ
マ
リ

ア
に
隣
接
す
る
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド

な
ど
。

　

国
連
が
大
規
模
な
予
算
を
投

入
し
た
紛
争
解
決
の
手
段
が
、

さ
ら
な
る
分
断
と
虐
殺
を
呼
び

込
ん
だ
例
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
著
者
は
、
決
し
て
国
連
の

活
動
を
全
否
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
施
策
が
必
要
な
こ
と
も
承
知

の
上
で
、
紛
争
の
原
因
を
し
っ

か
り
捉
え
た
上
で
の
支
援
を
し

な
い
と
何
の
効
果
も
生
み
出
さ

な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
説
く
。

　

お
そ
ら
く
著
者
が
考
え
る
平

和
構
築
の
方
法
は
、
主
流
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

私
に
は
、
今
ま
で
遠
く
の
関
係

な
い
こ
と
と
思
っ
て
い
た
国
際

紛
争
や
そ
の
解
決
方
法
が
、
ぐ

っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
不
覚
に
も
、
戦
争

や
紛
争
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス

に
触
れ
る
た
び
に
、
そ
の
歴
史

的
背
景
に
ば
か
り
目
が
い
き
、

ど
う
し
た
ら
平
和
に
な
る
の
か

を
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

海
外
の
国
々
が
平
和
で
な
け
れ

ば
、
日
本
の
平
和
は
な
い
ん
だ

と
、今
更
な
が
ら
理
解
で
き
た
。

そ
し
て
、
こ
の
方
法
論
は
、
職

場
で
も
有
効
な
の
で
は
な
い
か

と
、
自
分
事
と
し
て
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に

は
、
著
者
の
言
う
資
質
を
備
え

た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
が
必
要
な

の
だ
が
…
。

　

巻
末
に
は
、
本
書
が
授
業
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
を
想
定

し
て
、
教
師
と
学
生
に
対
し
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
考
え
て
ほ
し

い
課
題
設
定
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
章
ご
と
に
参
考
文
献
が
提

示
さ
れ
て
い
て
、
教
育
者
と
し

て
の
著
者
の
立
ち
位
置
も
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
教
育
と
平
和
は
同
時
に
来

な
い
」、「
紛
争
の
原
因
が
必
ず

し
も
為
政
者
同
士
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
は

限
ら
な
い
」
な
ど
の
具
体
的
な

指
摘
は
、
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。

気
に
な
っ
た
箇
所
に
細
い
付
箋

を
つ
け
て
い
た
ら
、
き
れ
い
な

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
。

時
々
読
み
返
し
て
私
な
り
に
生

か
せ
る
こ
と
が
な
い
か
、
今
後

も
折
に
触
れ
て
付
箋
箇
所
を
開

い
て
探
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　

本
書
を
読
み
な
が
ら
『
プ
リ

ズ
ン
・
サ
ー
ク
ル
』（
坂
上
香
・

著
、
岩
波
書
店
）
の
中
で
、
加

害
者
と
被
害
者
が
話
し
合
う
な

か
で
「
許
し
」
の
共
通
理
解
に

至
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ア
メ
リ
カ

で
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し

た
。
さ
て
、
自
分
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
時
に
意
見
の
合
わ
な

い
同
僚
や
部
下
に
向
き
合
え
て

い
な
い
現
実
が
あ
る
。
そ
ん
な

と
き
は
本
書
を
読
み
返
し
た

い
。　
　
　
　
　
（
福
田
美
子
）

ガザとウクライナどうよ？
セヴリーヌ・オトセール・著

 柏書房・刊

■赤ずきん、イソップ童話で死体と出会う。（青柳碧人、
双葉社）赤ずきんが探偵役となって、誰もが知る童話の世
界を舞台にした事件の謎を解決する、青柳碧人の連作ミス
テリ第4弾。今作では「うさぎとかめ」「オオカミ少年」「ア
リとキリギリス」といった教訓話で知られるイソップ童話
の世界で事件が起きる。■飛べない鴉（小杉健治、祥伝社
文庫）大浜栄吉は隣人の金内を殺してしまう。金内の妻へ
の暴力を見咎めたがゆえの事件だった。その後、東京で日
陰に生きる大浜は偶然に出会った女性、佐伯圭から、原発
反対運動の旗手・船津を探ってほしいと頼まれる。本書は
1990年に初版の復刊。■マスカレード・ライフ（東野圭
吾、集英社）シリーズ累計発行部数500万部突破、映画
化もされた東野圭吾の「マスカレード」シリーズ最新作。
前作では山岸尚美が怪我をして、その引責辞任で新田が刑
事を辞め、今作ではホテルの保安課長になっている。ホテ
ルで開催されることになった日本推理小説新人賞の選考会
で、新田と山岸がお客様の安全確保を第一に最善を尽くす。
■近畿地方のある場所について（背筋、角川文庫）オカル
ト雑誌の編集者が突然行方不明になった。フリーライター
の瀬野と雑誌編集者の小沢が、彼の行方を追って残された
資料を調査。 その中で、中学生の集団ヒステリー、心霊ス
ポットでの動画配信騒動などがすべて「近畿地方のある場
所」に繋がっていることが明らかになる。■らんたん（柚木麻子、新潮文庫）
著者の出身校である恵泉女学園の創始者・河井道と、彼女とシスターフッド

（姉妹のような絆）の契りを結んだゆりと「姉妹」たちの人生を描いた大河
小説。津田梅子のもとで学び、留学を経験した道は、明治、大正、昭和とい
う激動の時代を生き、女性の教育に尽力する。■保阪正康と昭和史を学ぼう

（保阪正康、文春新書）昭和史研究の第一人者の著者が、2000年以降、月刊
『文藝春秋』誌上に寄稿してきた論考の数々から15篇を精選して加筆・集成
した一冊が昭和100年の今年出版された。昭和天皇、二・二六事件、ヒトラー、
真珠湾攻撃。さらには南京と原爆と戦争犯罪、関東大震災と東日本大震災、
戦艦大和と福島原発、安倍晋三と長州人などと多岐にわたる。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

探
偵
赤
ず
き
ん
が
イ
ソ
ッ
プ
の
世
界
で
活
躍
。
原
子
力
発
電
所
増
設
に
揺
れ
る
町
の
闇
。

マ
ス
カ
レ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。
投
稿
ウ
ェ
ブ
小
説
サ
イ
ト
で
話
題
に
な
っ
た
ホ
ラ
ー
。

恵
泉
女
学
園
の
創
始
者
・
河
井
道
の
大
河
小
説
。
本
当
の
昭
和
史
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

大
き
な
緑
色
の
部
屋
の
中
で

子
ウ
サ
ギ
が
ベ
ッ
ド
に
入
っ
て

眠
り
に
つ
く
と
こ
ろ
。
子
ウ
サ

ギ
は
、
イ
ス
や
手
袋
、
ク
マ
の

ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
、
部
屋
の
中

に
見
え
る
も
の
、
そ
し
て
窓
の

外
に
見
え
る
も
の
に
も
一
つ
一

つ
「
お
や
す
み
な
さ
い
」
と
語

り
か
け
、
ゆ
っ
く
り
と
眠
り
に

つ
き
ま
す
。
窓
か
ら
見
え
る
月

も
だ
ん
だ
ん
高
く
な
り
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
順
番
に
お
や
す

み
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
１
０
０
０
万
部

以
上
販
売
さ
れ
、
読
み
つ
が
れ

て
い
る
名
作
。
多
く
の
著
書
を

持
つ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
出
身
の
児

童
文
学
作
家
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン（
１
９
１
０

〜
１
９
５
２
年
）
に
よ
る
も
の

で
、初
版
発
行
は
１
９
４
７
年
。

皇
后
雅
子
さ
ま
が
、
幼
少
の
頃

の
「
思
い
出
の
宝
物
」
と
話
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
絵

本
。
日
本
語
版
（『
お
や
す
み

な
さ
い
お
つ
き
さ
ま
』）
で
読

む
よ
り
英
語
版
で
読
む
と
、
文

章
が
韻
を
踏
ん
で
い
る
の
で
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
響
き
が
優
し
く
眠

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ま
た
、

今
年
は
ア
メ
リ
カ
で
記
念
切
手

が
発
売
さ
れ
て
い
る
。（
高
田
）

ウ
サ
ギ
が
眠
り
に
つ
く
ま
で

 『Goodnight Moon』
Written by Margaret Wise Brown
Published by Harper Collins

https://usa.kinokuniya.com/
https://www.ariyoshinyc.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.takesushi.us/
http://www.ojfd.com
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秋
分
の
日
も
過
ぎ
、
こ
れ
か

ら
冬
至
に
向
か
っ
て
日
一
に

ち
と
日
が
短
く
な
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
こ
の
秋
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。
今
年
の
中
秋
の

名
月
は
10
月
６
日
、
ひ
ん
や
り

と
し
た
秋
の
夜
長
に
明
る
く

大
き
な
お
月
様
を
眺
め
た
い

も
の
で
す
。
今
回
は
そ
ん
な
月

夜
に
合
い
そ
う
な
静
か
で
神

秘
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
ハ
ス
の

花
を
選
ん
で
み
ま
し
た
。
英
名

は
ロ
ー
タ
ス
、
原
産
は
イ
ン
ド

で
ハ
ス
科
の
多
年
生
水
生
植

物
で
す
。
水
面
か
ら
伸
び
る
花

茎
の
上
に
白
ま
た
は
ピ
ン
ク

の
一
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
姿

は
清
ら
か
で
神
聖
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
早
朝
日
の
出
と
共

に
開
き
始
め
お
昼
に
は
閉
じ
、

４
日
目
は
夕
方
ま
で
咲
き
続

け
そ
の
ま
ま
花
び
ら
を
落
と

し
て
散
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

地
下
茎
の
蓮
根
を
は
じ
め
、
ハ

ス
の
実
は
中
秋
の
名
月
に
い

た
だ
く
月
餅
の
餡
に
も
使
わ

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
花
の
香
り
は
と
言
う

と
、
溶
剤
で
抽
出
さ
れ
た
花
の

香
り
ロ
ー
タ
ス
ア
ブ
ソ
リ
ュ

ー
ト
が
存

在
し
ま
す
。

華
や
か
で

は
あ
り
ま

せ
ん
が
落

ち
着
き
が

あ
り
、
か
す

か
に
甘
く
、

ナ
ッ
テ
ィ
、

ハ
ニ
ー
様

の
と
ら
え

難
い
花
の

香
り
で
す
。
ロ
ー
ズ
や
ジ
ャ
ス

ミ
ン
な
ど
の
濃
い
花
の
香
り

と
合
わ
せ
る
と
深
み
が
増
し
、

よ
り
品
格
の
あ
る
香
り
に
な

り
ま
す
。
パ
ロ
サ
ン
ト
や
サ
ン

ダ
ル
ウ
ッ
ド
な
ど
と
合
わ
せ

る
と
よ
り
ま
ろ
や
か
で
や
さ

し
い
香
り
に
変
わ
り
ま
す
。
ロ

ー
タ
ス
は
他
の
香
り
と
合
わ

せ
や
す
く
、
他
の
香
り
に
落
ち

着
き
や
品
格
を
与
え
、
お
互
い

を
生
か
す
よ
う
な
不
思
議
な

香
り
で
す
。
精
神
性
の
高
さ
や

美
し
さ
を
象
徴
す
る
ハ
ス
の

花
は
香
り
に
お
い
て
も
唯
一

無
二
の
存
在
の
よ
う
で
す
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ

Ｙ
に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク

ラ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合

を
実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com
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ハ
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の
香
り

　
「
わ
が
子
に
食
べ
さ
せ
た
い

か
ど
う
か
？
」
を
基
準
に
食
材

を
厳
選
す
る
食
品
ブ
ラ
ン
ド

BROW
N SUGAR 1ST

を
日

本
で
経
営
し
て
い
る
荻
野
み
ど

り
さ
ん
は
、
コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル

製
品
で
、
首
都
圏
を
中
心
に
成

城
石
井
、KINOKUNIYA

、
ヨ

ー
カ
ド
ー
な
ど
ミ
ド
ル
か
ら
ア

ッ
パ
ー
の
食
料
品
店
を
中
心
に

全
国
約
３
０
０
０
店
に
商
品
を

卸
す
女
性
起
業
家
だ
。

　

東
京
・
青
山
の
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
菓
子
店
を

２
０
１
１
年
に
創
業
以
来
、
コ

コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
由
来
の
食
品
や

ス
ナ
ッ
ク
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長

さ
せ
、
今
年
８
月
に
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
産
有
機
コ
コ
ナ
ツ
を
使

用
し
た
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
バ
タ
ー

「Better Than Butter

」
を
乳

製
品
大
手
の
タ
カ
ナ
シ
を
販
売

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
業
務
用
先

行
で
発
売
。
全
国
か
ら
引
き
合

い
が
殺
到
し
て
い
る
。
東
京
に

本
社
を
置
き
、
昨
年
10
月
に
資

金
調
達
を
完
了
し
、
今
年
1
月

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
米
国
現
地

法
人
を
設
立
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
、
自
ら
も

こ
の
８
月
に
中
学
２
年
生
の
一

人
娘
と
と
も
に
来
米
、
現
地
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
る
ま
で
を
念
頭
に
腰
を

落
ち
着
か
せ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ば
か

り
だ
。

　
「
自
社
食
品
を
米
国
の
メ
ジ

ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
展
開
す
る

た
め
に
は
、
自
力
で
チ
ー
ム
を

構
築
し
て
事
業
を
牽
引
す
る
必

要
が
あ
る
と
判
断
、
対
米
進
出

を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

何
度
も
商
品
見
本
市
な
ど
の
海

外
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
そ
の
場
所
で
商
談
が
成
立

し
な
い
と
時
間
の
無
駄
だ
と
思

っ
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
バ

イ
ヤ
ー
は
広
い
会
場
を
回
っ
て

歩
く
の
で
と
て
も
忙
し
く
、
具

体
的
に
商
談
が
で
き
て
契
約
を

ま
と
め
ら
れ
る
担
当
者
が
あ
ま

り
い
な
か
っ
た
日
本
の
ブ
ー
ス

に
は
関
心
を
示
し
て
く
れ
ず
素

通
り
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
」
と
過
去
に
あ
ま
り
手
応

え
の
感
触
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

自
己
の
体
験
談
を
話
す
。

　

日
米
両
拠
点
の
運
営
を
積

極
的
に
管
理
す
る
荻
野
さ
ん

は
、
生
産
者
・
環
境
・
消
費
者

を
支
え
る
循
環
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
注
力
し
、
食
を
通
じ
た

社
会
的
価
値
の
創
出
を
目
指
し

て
い
る
と
い
う
。
米
国
で
は
同

社
の
商
品
群
の
中
か
ら
「
ナ
チ

ュ
ラ
ル
ス
ナ
ッ
ク
と
ヴ
ィ
ー
ガ

ン
・
バ
タ
ー
を
全
米
４
万
店
舗

に
卸
す
ぞ
！
」
と
意
気
込
ん

で
、
２
０
２
９
年
ま
で
に
東
京

証
券
取
引
所
グ
ロ
ー
ス
市
場

へ
の
上
場
準
備
を
推
進
中
だ
。

「
ア
メ
リ
カ
の
バ
タ
ー
市
場
は

８
０
０
０
億
円
規
模
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
２
０
３
５
年
、

10
年
後
に
は
そ
の
５
％
を
自
社

製
品
で
取
り
に
行
く
の
が
目
標

で
す
」
と
鼻
息
は
荒
い
。

　

Ｎ
Ｙ
で
は
、
同
社
取
り
扱

い
商
品
で
あ
る
薬
膳
お
や
つ

「ZEN SNACK

」
を
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
日
系
食
料

品
店
で
試
食
販
売
を
開
始
し
て

お
り
、「
ア
ジ
ア
系
以
外
の
人

は
薬
膳
に
関
す
る
認
知
度
が
少

な
い
た
め
、
ス
ー
パ
ー
フ
ル
ー

ツ
と
か
ス
ー
パ
ー
ナ
ッ
ツ
と
し

て
年
明
け
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も

衣
替
え
し
て
販
売
す
る
つ
も

り
」
だ
。
だ
が
、
米
国
で
の
主

力
販
売
品
と
な
る
の
は
、
あ
く

ま
で
も
本
家
本
元
の
コ
コ
ナ
ツ

オ
イ
ル
か
ら
作
っ
た
ヴ
ィ
ー
ガ

ン
の
バ
タ
ー
「
ベ
タ
ー
・
ザ
ン
・

バ
タ
ー
」
だ
。
同
商
品
は
現
在

自
社
で
輸
出
入
を
行
な
っ
て
お

り
、
代
理
店
を
通
じ
て
西
海
岸

の
米
大
手
食
品
ス
ー
パ
ー
に
売

り
込
み
中
だ
と
い
う
。

　

日
本
国
内
で
の
成
功
体
験
を

ど
う
米
国
に
繋
げ
る
か
が
腕
の

見
せ
所
だ
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

コ
コ
ナ
ツ
オ
イ
ル
の
バ
タ
ー
で
米
国
進
出

BROWN SUGAR 1ST 社
代表取締役　社長

荻野 みどりさん

https://brownsugar1st.store　

http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
http://www.yamagatadental.net/
https://e-kaigo.net/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.maliliko
http://www.maliliko
https://brownsugar1st.store%E3%80%80
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「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

海
外

赴
任
サ
ポ
ー
ト
」
は
１
９
８
３

年
設
立
の
海
外
赴
任
経
験
の
あ

る
保
護
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
、
帰
国
生
に
関
す
る

メ
ー
ル
相
談
や
電
話
相
談
を
無

料
で
受
け
て
い
る
。
同
会
は
10

月
10
日
、
海
外
で
子
育
て
を
経

験
し
た
母
親
た
ち
が
実
際
に
学

校
訪
問
等
を
し
て
集
め
た
情
報

を
基
に
作
成
し
た
「
帰
国
生
の

た
め
の
学
校
案
内
（
首
都
圏

版
）
２
０
２
６
」
を
発
行
す

る
。
入
試
情
報
の
他
、
帰
国
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
、
帰

国
生
受
験
に
役
立
つ
情
報
を
掲

載
し
、
帰
国
生
の
家
庭
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。
書
籍
と

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が
あ
り
、
ど
ち
ら

も
価
格
は
３
４
０
０
円
。
書

籍
の
場
合
は
別
途
送
料
が
か

か
る
。
注
文
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttp://fkikoku.

sun.bindcloud.jp/school_
information/books.html

お

参
照
す
る
。
ま
た
はamazon.

Japan

か
ら
の
注
文
も
可
能
。

帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案
内

26
年
度
版
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

海
外
赴
任
サ
ポ
ー
ト
か
ら

　

一
般
社
団
法
人
ゆ
い
グ
ロ
ー

バ
ル
ネ
ッ
ト（
東
京
都
渋
谷
区
）

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
ゆ
い
フ
ェ
ス
」
が
10
月
に
開

催
さ
れ
、
同
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と

つ
と
し
て
13
日
（
月
）
午
後
８

時
（
日
本
時
間
）
か
ら
多
言
語

環
境
で
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の

言
語
習
得
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

「
海
外
で
の
子
育
て
〜
言
葉
と

教
育
編
〜
」
が
開
催
さ
れ
る
。

同
団
体
は
、
海
外
に
暮
ら
す
日

本
人
を
包
括
的
に
支
援
し
た
い

と
活
動
す
る
非
営
利
型
一
般
社

団
法
人
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第
２
・
第

３
言
語
環
境
で
の
学
び
に
つ
い

て
、
自
身
も
ア
メ
リ
カ
で
ふ
た

り
の
子
育
て
を
経
験
し
た
講
師

の
上
原
雅
子
（
早
稲
田
大
学
講

師
、英
語
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

応
用
言
語
学
・
英
語
教
育
修

士
）
が
参
加
者
の
疑
問
に
答
え

る
。
聞
き
手
は
美
並
り
な
（
上

海
・
バ
ン
コ
ク
で
育
児
を
経
験

し
た
中
高
男
子
の
母
）。
参
加

費
無
料
。
ズ
ー
ム
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
で
、
後
日
録
画

配
信
も
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
・

詳
細
・
参
加
申
し
込
み
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

yuiglobalnet.com/

を
参
照
。

言語習得セミナー
ゆいフェス
13日ZOOMで

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

10
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
、
同
学
園
Ｎ
Ｊ
キ

ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ン
ド
（
8 W 

Bay view Ave, Englewood 
Cliff s

）
に
て
バ
ザ
ー
を
行

う
。
企
業
出
店
に
よ
る
フ
ー

ド
イ
ベ
ン
ト
（
食
品
販
売
を

含
む
）。
出
店
企
業
は
、
大
戸

屋
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
鈴
木
フ
ァ
ー
ム
、

Kosaka’s Kichen

、Tsubomi 
Restaurant

、Hong seafood, 
Sis Kitchen

、Kai Sweets

，

森
永
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
ば
っ
て
ん
ラ

ー
メ
ン
、
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
、

Maki Maki
、
そ
の
他
物
品
販

売
が
行
わ
れ
る
。
雨
天
決
行
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

10
月
12
日
に
バ
ザ
ー

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
９

月
22
日
、「
親
子
交
流
会
」
を

実
施
し
た
。
ま
ず
各
ク
ラ
ス
で

親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽
し

み
、
そ
の
後
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
で
幼
稚
園
内
を
探
検
し
た
。

カ
ー
ド
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
保
護
者
と
一
緒
に
５
つ
の
部

屋
を
回
り
、
ヒ
ン
ト
に
従
っ
て

隠
さ
れ
て
い
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を

探
し
、
各
ク
ラ
ス
の
先
生
と
触

れ
合
っ
た
。「
じ
ゃ
ん
け
ん
を

し
よ
う
」「
自
己
紹
介
を
し
よ

う
」「
お
ん
ぶ
し
て
も
ら
お
う
」

な
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

ス
タ
ン
プ
を
も
ら
っ
た
。
ス
テ

ッ
カ
ー
と
ス
タ
ン
プ
を
全
部
集

め
た
ら
先
生
か
ら
大
き
な
ご
褒

美
ス
テ
ッ
カ
ー
を
も
ら
い
、
子

ど
も
た
ち
は
満
足
感
で
い
っ
ぱ

い
の
表
情
だ
っ
た
。

　

全
ク
ラ
ス
で
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

移
動
し
、
毎
朝
ホ
ー
ル
で
や
っ

て
い
る
体
操
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

子
ど
も
達
の
真
似
を
し
な
が
ら

体
操
を
す
る
保
護
者
に
も
笑
顔

が
あ
ふ
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
、
最
後
は
パ
ラ

バ
ル
ー
ン
が
登
場
。
緑
鮮
や
か

な
芝
生
に
虹
色
の
パ
ラ
バ
ル
ー

ン
が
広
が
る
と
、
大
き
な
歓
声

が
あ
が
っ
た
。
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
膨
ら
ま
せ
た
パ
ラ
バ

ル
ー
ン
の
山
を
見
た
途
端
に
登

り
始
め
た
子
ど
も
達
。
最
後
に

は
、
大
き
く
膨
ら
ん
だ
パ
ラ
バ

ル
ー
ン
の
中
に
も
入
っ
た
。
虹

色
の
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
か
ら
入
っ

て
く
る
光
を
見
な
が
ら
大
人
も

子
ど
も
も
「
き
れ
い
だ
ね
」
と

大
興
奮
だ
っ
た
。
親
子
で
の
楽

し
い
時
間
と
共
に
、
保
護
者
同

士
の
親
交
を
深
め
る
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。

こどものくに幼稚園

親子交流会楽しむ
パラバルーンに大喜び

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次 

文
部
科
学
省
派
遣

校
長
）
は
９
月
21
日
、
運
動
会

を
実
施
し
た
。
開
会
の
言
葉
に

続
き
、
小
学
部
１
年
生
２
人
に

よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
選
手
宣

誓
で
幕
を
開
け
た
。
最
初
の
種

目
は
玉
入
れ
。
紅
白
の
玉
が
抜

け
る
よ
う
な
青
空
に
ポ
ン
ポ
ン

と
舞
い
、
か
ご
は
あ
っ
と
い
う

間
に
い
っ
ぱ
い
に
。
続
い
て
、

中
学
部
以
上
に
よ
る
白
熱
の
棒

取
り
競
争
、
小
学
部
高
学
年
に

よ
る
障
害
物
競
走
、
全
生
徒
参

加
の
短
距
離
走
、
小
学
部
低
学

年
に
よ
る
み
の
む
し
競
走
、
小

学
部
１
年
生
に
よ
る
「
ポ
ケ
モ

ン
Ｇ
Ｏ
！
」
な
ど
、
多
彩
な
種

目
が
行
わ
れ
た
。
ど
の
競
技
も

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
姿
が
印
象
的
だ
っ

た
。
幼
稚
園
部
親
子
ダ
ン
ス
で

は
「
え
が
お
の
ま
ほ
う
」
の
曲

に
合
わ
せ
て
輪
に
な
り
、
親
子

そ
ろ
っ
て
元
気
に
踊
る
微
笑
ま

し
い
光
景
が
フ
ィ
ー
ル
ド
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

　

各
学
年
の
代
表
選
手
４
人
が

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
紅
白
対
抗
リ

レ
ー
で
は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ

の
攻
防
で
大
き
な
声
援
が
飛
び

交
い
、
観
客
席
は
一
層
盛
り
上

が
っ
た
。
最
終
種
目
の
綱
引
き

で
は
、
小
学
部
４
年
生
か
ら
高

等
部
ま
で
の
生
徒
た
ち
が
タ
イ

ミ
ン
グ
合
わ
せ
て
力
い
っ
ぱ
い

綱
を
引
き
合
い
、
保
護
者
の
部

で
も
児
童
・
生
徒
た
ち
か
ら
の

声
援
を
受
け
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
最
後
ま
で
諦
め
ず

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
姿
、
チ
ー
ム

の
た
め
に
全
力
で
応
援
す
る

姿
、
係
活
動
に
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
む
姿
。
開
会
式
で
の
宣

誓
ど
お
り
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
こ

と
で
、
今
年
も
心
に
残
る
、
笑

顔
に
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら
し
い
運

動
会
と
な
っ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

運動会を開催

tel:2014616502
https://jp.kennedyinternational.org/
http://www.seido.com
https://miray109.com/
https://alto-edu.com/
https://www.yuiglobalnet.com/
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/school_information/books.html
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育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
は
9
月
6

日
、
2
学
期
の
開
始
に
合
わ
せ

て
全
園
児
・
児
童
を
対
象
に
避

難
訓
練
と
黙
祷
集
会
を
実
施
し

た
。
こ
れ
は
２
０
０
１
年
9
月

11
日
に
発
生
し
た
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
を
忘
れ
ず
、
次
世
代
へ

と
語
り
継
ぐ
た
め
の
大
切
な
取

り
組
み
で
あ
る
。

　

当
日
は
火
災
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
、
児
童
は
教

職
員
の
指
示
に
従
っ
て
校
舎
を

離
れ
、
集
合
場
所
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
へ
移
動
。
週
末
校
の

た
め
、
普
段
こ
う
し
た
訓
練
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
新
鮮
で
緊
張
感
の
あ
る

体
験
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
皆

が
真
剣
な
表
情
で
整
列
し
、
落

ち
着
い
て
点
呼
を
受
け
る
姿
が

印
象
的
だ
っ
た
。
黙
祷
集
会
で

は
、
全
校
児
童
が
静
か
に
頭
を

垂
れ
９
・
11
の
犠
牲
者
を
悼
む

１
分
間
の
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

同
日
に
は
小
学
部
の
恒
例
行

事
「
自
由
研
究
発
表
会
」
も
開

催
さ
れ
た
。
夏
休
み
に
取
り
組

ん
だ
研
究
成
果
か
ら
各
学
年
の

代
表
児
童
が
選
ば
れ
、
全
校
の

前
で
発
表
を
行
っ
た
。
身
近
な

お
か
し
や
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
の
研

究
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
が
披
露

さ
れ
、
児
童
た
ち
は
互
い
の
発

表
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

な
か
で
も
4
年
生
の
石
原
大

士
さ
ん
に
よ
る
「
脳
が
だ
ま
さ

れ
る
色
ん
な
錯
視
（
さ
く
し
）

と
は
？
」
は
会
場
の
目
を
釘
付

け
に
し
た
。
石
原
さ
ん
は
図
を

使
い
、
同
じ
形
や
色
で
も
脳
が

誤
っ
て
認
識
し
て
し
ま
う
錯
視

の
不
思
議
を
紹
介
。
同
じ
長
さ

で
も
異
な
っ
た
長
さ
に
見
え
る

図
や
、
同
じ
色
が
異
な
っ
て
見

え
る
例
を
示
す
と
、
児
童
か
ら

は
「
す
ご
い
」「
本
当
に
違
っ

て
見
え
る
」
と
驚
き
の
声
が
上

が
っ
た
。

　

科
学
的
な
視
点
で
身
近
な
不

思
議
を
解
き
明
か
そ
う
と
す
る

姿
勢
は
、
低
学
年
の
児
童
に
と

っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ

た
。
研
究
内
容
は
校
内
に
掲
示

さ
れ
て
お
り
、
同
じ
校
舎
を
利

用
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
サ
ン
デ
ー
ス

ク
ー
ル
の
児
童
も
自
由
に
閲
覧

で
き
る
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
は

「
土
曜
日
は
、
み
ん
な
で
楽
し

む
日
本
語
の
日
」を
テ
ー
マ
に
、

言
語
教
育
に
加
え
て
文
化
や
社

会
性
を
育
む
教
育
を
進
め
て
い

る
。
今
回
の
避
難
訓
練
や
自
由

研
究
発
表
会
は
そ
の
理
念
を
形

に
し
た
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、
未
来

へ
と
つ
な
が
る
力
を
育
む
重
要

な
機
会
と
な
っ
た
。

同
時
多
発
テ
ロ
犠
牲
者
に
黙
祷

育
英
サ
タ
デ
ー
校
で
避
難
訓
練

　

東
京
ー
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
10
月
17
日
（
金
）
夕
方
か

ら
19
日
（
日
）
の
週
末
を
利
用

し
て
秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
す
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
や
食
事
も
付
い
て
い
る

の
で
、
キ
ャ
ン
プ
初
心
者
や
小

さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
族
で
も

安
心
し
て
参
加
で
き
る
。
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
の
予
行
演
習
と
し

て
参
加
す
る
家
族
も
多
い
。
10

月
の
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
は
紅
葉

が
美
し
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ア

ッ
プ
ル
サ
イ
ダ
ー
作
り
な
ど
秋

な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
５
歳
以
下
は
無
料
。
申
し

込
み
受
付
中
。
問
い
合
わ
せ
は

日
本
語
で
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-

info@frostvalley.org/ 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

www.ymcatfv.org

を
参
照
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
美
術
学
校

ア
ー
ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・

リ
ー
グ
（
西
57
丁
目
２
１
５
番

地
、
７
番
街
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
の
間
）
で
今
年
9
月
か
ら
来

年
5
月
ま
で
の
期
間
に
、
毎
週

土
曜
午
後
１
時
か
ら
4
時
15
分

ま
で
、
子
供
向
け
の
ア
ー
ト
ク

ラ
ス
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
対

象
は
８
歳
か
ら
12
歳
。

　

ク
ラ
ス
で
は
、
デ
ッ
サ
ン
、

絵
画
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
版
画
、

彫
刻
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
を
学
ぶ
。
ま
た
、
人
物
モ
デ

ル
や
静
物
画
を
描
き
、
多
様
な

芸
術
形
式
を
創
作
す
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
美
術
の
要

素
を
学
び
、
歴
史
的
な
芸
術
家

か
ら
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
表

現
力
や
実
験
精
神
を
高
め
て
芸

術
的
才
能
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
。
講
師
は
Ｎ
Ｙ
在
住

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
小
林
園
実
さ

ん
。
小
林
さ
ん
は
同
校
に
て
絵

画
、
版
画
、
彫
刻
を
学
び
、
ウ

ィ
ル
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
奨
学
金

を
受
賞
。
作
品
は
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
美
術
館
創
立
２
０
０
周

年
記
念
展
を
は
じ
め
、
東
京

国
立
新
美
術
館
な
ど
世
界
各

地
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
参

加
費
は
１
７
５
ド
ル
10
セ
ン

ト
（
毎
月
ご
と
の
登
録
）。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://studioclasses.

artstudentsleague.org

の

Children’s

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

名
門
美
術
学
校
が
子
供
ア
ー
ト
ク
ラ
ス

毎
週
土
曜
日
に
実
施
中

東京ーフロストバレーＹＭＣＡ

秋の家族キャンプ
参加者を募集中

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
４
８
人
）
は
９
月
20
日
、
毎

年
恒
例
の
幼
児
部
と
初
等
部
合

同
運
動
会
を
開
催
し
た
。
開
会

式
で
は
小
島
校
長
の
話
し
の

後
、
６
年
生
の
赤
組
と
白
組
の

代
表
が
元
気
に
選
手
宣
誓
。

　

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
学

年
の
徒
競
走
や
、
幼
児
部
の
ダ

ン
ス
と
玉
入
れ
を
組
み
合
わ
せ

た
チ
ェ
ッ
コ
リ
玉
入
れ
、
高
学

年
合
同
の
綱
引
き
の
後
に
、
保

護
者
に
よ
る
綱
引
き
、
紅
白
対

抗
リ
レ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
。
中
間
報
告
で
は
赤
組
の
リ

ー
ド
が
伝
え
ら
れ
、
児
童
た
ち

の
応
援
も
盛
り
上
が
り
を
み
せ

た
。
１
年
生
の
親
子
大
玉
こ
ろ

が
し
や
、
年
長
児
の
「
た
け
の

こ
体
操
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
感
じ
さ
せ
る
姿
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
た
ほ
か
、
児
童

全
員
で
行
っ
た
応
援
合
戦
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
一
丸
と

な
り
、
声
を
合
わ
せ
て
応
援
歌

を
歌
う
姿
に
保
護
者
ら
は
目
を

細
め
た
。
最
終
的
に
今
年
は
赤

組
の
優
勝
と
な
っ
た
が
、
ど
ち

ら
の
チ
ー
ム
も
全
力
で
頑
張
り

素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
た
。

NY補習校W校で
合同運動会開催

http://www.betteratmath.com
mailto:ski@nyikuei.org
tel:2122136069
https://www.jwsny.org/pdfs/document/2026setsumeikai.pdf
https://artofhaiku.org/
mailto:tokyo-info@frostvalley.org
mailto:tokyo-info@frostvalley.org/
mailto:tokyo-info@frostvalley.org/
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
https://studioclasses.artstudentsleague.org
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日
本
の
介
護
や
障
害
福
祉
の

現
場
で
の
登
場
人
物
（
も
の
）

は
、
①
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
人
・
家
族
、
②
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
人
（
従
業
者
）、

③
従
業
者
を
雇
用
す
る
経
営

者
、
④
経
営
上
の
費
用
と
な
る

行
政
か
ら
支
給
さ
れ
る
「
介
護

報
酬
費
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

利
用
者
の
介
護
度
を
「
過
小
評

価
」
す
る
行
政
が
多
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
認
定
調
査
の
時

に
、
利
用
者
の
状
態
を
実
際
よ

り
軽
く
判
定
し
て
し
ま
う
こ
と

を
指
し
ま
す
。
利
用
者
も
久
し

ぶ
り
に
お
偉
い
さ
ん
が
家
に
来

て
自
分
の
健
康
介
護
状
態
を
聞

い
て
く
る
の
で
、「
大
丈
夫
で

す
」「
元
気
で
す
」
と
急
な
来

客
に
対
し
て
、
い
つ
も
よ
り
自

分
の
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う

と
す
る
の
で
、
家
族
は
「
い
つ

も
は
も
っ
と
元
気
な
い
ん
で
す

け
ど
ね
」
と
戸
惑
う
シ
ー
ン
も

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

「
介
護
が
良
く
な
っ
て
治
る
」

＝
「
軽
く
判
定
」
が
良
い
こ
と

な
の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

は
「
誰
も
得
を
し
な
い
悪
の
仕

組
み
だ
」
と
い
う
の
が
現
場
の

総
意
で
す
。
結
果
的
に
、
利
用

者
に
と
っ
て
は
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ず
、
日
常
生
活

に
困
難
が
生
ま
れ
ま
す
。
家
族

は
そ
の
分
を
肩
代
わ
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
仕
事
を
辞
め
た

り
心
身
を
壊
し
た
り
す
る
人
も

出
て
き
ま
す
。
事
業
者
に
と
っ

て
も
、
実
際
の
介
護
負
担
は
重

い
の
に
報
酬
が
下
げ
ら
れ
る
た

め
、
経
営
を
直
撃
。
職
員
不
足

や
離
職
を
加
速
さ
せ
る
一
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最

終
的
に
は
国
や
自
治
体
も
、
重

度
化
や
入
院
が
増
え
て
医
療

費
・
介
護
費
の
負
担
が
か
え
っ

て
膨
ら
む
「
三
方
損
」
の
構
造

な
の
で
す
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。
こ
こ
で
面
白
い
の
は
、
す

で
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
や
企

業
が
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

兵
庫
県
の
豊
岡
市
で
は
、
介

護
認
定
調
査
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
し

ま
し
た
。
調
査
員
が
利
用
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
際
の
会
話

を
録
音
し
、
Ａ
Ｉ
が
自
動
で
文

字
に
起
こ
し
て
調
査
票
に
反
映

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
し

か
も
こ
の
Ａ
Ｉ
、
地
元
の
方

言
「
但
馬
弁
」
に
も
対
応
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
調
査
員

の
事
務
負
担
が
減
る
だ
け
で
な

く
、
評
価
の
精
度
や
公
平
性
が

上
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

同
じ
く
兵
庫
県
の
姫
路
市
で

は
、
要
介
護
認
定
の
進
捗
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
「
見
え
る
化
」
す

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
利
用
者
や
家
族
が
「
申
請

し
た
け
ど
、
今
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
？
」
と
不
安
に
な
る

の
を
防
ぎ
、
職
員
の
電
話
対
応

の
手
間
も
月
40
時
間
以
上
削
減

し
た
と
い
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
す
が
、
利
用
者
に

も
事
業
者
に
も
自
治
体
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
好
例
で
す
。

　

民
間
企
業
も
動
い
て
い
ま

す
。
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
は
、
介
護

認
定
の
調
査
票
や
審
査
資
料
に

含
ま
れ
る
大
量
の
自
由
記
述
を

Ａ
Ｉ
で
処
理
し
や
す
い
形
に
変

換
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
的
な

判
定
の
バ
ラ
つ
き
を
減
ら
す
狙

い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ

行
政
に
よ
る
介
護
度
の

「
過
小
評
価
」
に
注
意

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
「
自
立
支

援
が
う
ま
く
い
っ
た
場
合
に
報

酬
を
増
や
す
仕
組
み
」
を
事
業

者
に
提
案
し
て
お
り
、
す
で
に

導
入
を
始
め
た
施
設
も
あ
り
ま

す
。

　

と
は
い
え
、現
行
制
度
の「
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
は
ま
だ
小
さ

す
ぎ
る
の
が
実
情
で
す
。
例
え

ば
「
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
等
加
算
」
と

い
う
仕
組
み
で
は
、
利
用
者
の

生
活
機
能
を
維
持
で
き
る
と
加

算
が
つ
き
ま
す
が
、
数
百
円
単

位
。
正
直
、
現
場
の
努
力
に
見

合
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で

は
「
焼
け
石
に
水
」
で
、
赤
字

補
填
に
は
到
底
な
ら
な
い
の
で

す
。

　

で
は
、
ど
ん
な
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
な
ら
本
当
に
機
能
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
望
む
の
は
、
も
っ

と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
仕
組
み
で

す
。
利
用
者
の
状
態
を
維
持
・

改
善
で
き
た
ら
「
基
本
報
酬
そ

の
も
の
に
数
％
上
乗
せ
」。
こ

れ
な
ら
事
業
者
は
本
気
で
自
立

支
援
に
取
り
組
む
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
認
知
症
の
行
動
障
害

や
医
療
的
ケ
ア
と
い
っ
た
「
要

介
護
度
で
は
見
え
に
く
い
手

間
」
に
対
し
て
も
報
酬
を
加
算

す
べ
き
で
す
。
独
居
高
齢
者
や

生
活
困
窮
世
帯
を
支
援
し
て
い

る
事
業
者
に
は
、
地
域
貢
献
の

観
点
か
ら
特
別
加
算
を
設
け
て

も
よ
い
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
す
。
す

で
に
一
部
自
治
体
で
試
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
セ

ン
サ
ー
や
生
活
デ
ー
タ
と
連
動

し
、「
利
用
者
の
状
態
を
日
常

的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
必
要

に
応
じ
て
評
価
を
補
正
」
と
い

う
仕
組
み
も
可
能
に
な
る
で
し

ょ
う
。
過
小
評
価
を
防
ぐ
だ
け

で
な
く
、
早
め
の
介
入
で
重
度

化
を
防
ぎ
、
結
果
的
に
財
政
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
「
過
小
評
価
を
な
く
す
」「
実

効
性
の
あ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
つ
く
る
」「
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ

ル
を
賢
く
活
用
す
る
」。
こ
れ

ら
を
実
現
で
き
れ
ば
、
利
用
者

の
生
活
は
守
ら
れ
、
事
業
者
は

持
続
可
能
な
経
営
を
続
け
ら

れ
、
国
や
自
治
体
も
中
長
期
的

に
は
財
政
を
健
全
に
保
て
ま

す
。
つ
ま
り
、
み
ん
な
が
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
道
筋
が
そ
こ
に
あ

る
は
ず
で
す
。

　

も
し
、
日
本
に
介
護
を
受
け

て
お
ら
れ
る
ご
家
族
や
親
族
の

方
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
し
た

ら
、「
認
定
調
査
の
時
は
頑
張

り
す
ぎ
ず
、
い
つ
も
の
自
分
を

見
せ
と
い
て
ね
」
と
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
私
か
ら
の
本
コ
ラ
ム

の
冒
頭
で
申
し
上
げ
た
こ
と
か

ら
の
密
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

て
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
髙
山
ま

り
が
9
月
26
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ザ
・
エ
イ
リ
ー
・
シ
テ
ィ

グ
ル
ー
プ
劇
場
で
開
催
さ
れ

た
「
夢
の
物
語
：
若
者
の
気

候
行
動
を
祝
う
ガ
ラ
（Once 

Upon a Dream: A Gala to 
Celebrate Youth Climate 
Action

）」 

に
出
演
し
た
。

　

気
候
週
間
の
公
式
イ
ベ
ン
ト

の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
、
未

来
を
担
う
若
い
世
代
に
光
を
当

て
、
気
候
変
動
や
環
境
問
題
に

対
す
る
意
識
を
広
げ
る
こ
と
を

目
指
し
た
意
義
深
い
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。

　

髙
山
は
、
そ
の
中
で
上

演
さ
れ
た
『
彩
ら
れ
た
空
：

忘
れ
ら
れ
た
子
供
た
ち
の

明

暗

法
（Painted Skies: 

Chiaroscuro of Forgotten 
Children

）』（

振

付
：Zoe 

Katherine Liebold

）
に
ダ
ン

サ
ー
と
し
て
参
加
し
、
表
現
を

通
し
て
環
境
や
未
来
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
届
け
る
機
会
を
与
え

ら
れ
た
。

　
「
観
客
の
中
に
は
感
動
し
て

涙
を
流
す
人
が
何
人
も
い
た
と

公
演
後
に
聞
き
、
ダ
ン
ス
と
い

う
芸
術
が
人
々
の
心
に
響
き
、

社
会
や
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
を
生
み
出
せ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
た
」と
話
す
。

　

ま
た
「
無
事
に
イ
ベ
ン
ト
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
、
会
場
全

体
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
瞬
間
を

体
験
で
き
た
こ
と
は
、
ダ
ン
サ

ー
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
経

験
で
す
。
日
本
人
ダ
ン
サ
ー
と

し
て
こ
の
国
際
的
か
つ
社
会
的

意
義
の
あ
る
場
に
立
ち
、
芸
術

を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
公

演
後
に
語
っ
た
。

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
髙
山
ま
り
が
気
候
変
動
テ
ー
マ
の
舞
台

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp


（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 7年）10月 4日（土 )
　
「
常
に
継
続
し
て
や
っ
て
い

れ
ば
，
素
晴
ら
し
い
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
。」
こ
れ

は
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
で
勝

利
を
導
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
の
名
言
で
す
。
ぼ

く
ら
7
・
8
年
生
は
、
8
月

26
日
か
ら
29
日
の
4
日
間
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
修
学
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
今
年
、
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

に
な
り
ま
し
た
。
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

は
、
10
月
に
行
わ
れ
る
ス
ク

ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
7
・

8
年
生
が
上
演
す
る
劇
を
企

画
・
準
備
す
る
委
員
会
で
す
。

修
学
旅
行
に
行
く
前
に
、
劇

の
テ
ー
マ
や
大
ま
か
な
内
容

を
決
め
て
い
ま
し
た
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
ア
メ
リ
カ
独

立
戦
争
」
で
す
。
最
初
は
あ

ま
り
身
近
で
は
な
く
、
調
べ

る
の
が
難
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
訪
れ
、
ワ
シ

ン
ト
ン
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や

博
物
館
を
見
学
し
て
、
人
々

が
何
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
に

戦
っ
た
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
良
い
体
験
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
特
に

印
象
に
残
っ
た
場
所
を
二
つ

紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
革

命
博
物
館
で
す
。
こ
の
博
物

館
は
2
０
１
７
年
に
開
館
し
、

独
立
戦
争
を
は
じ
め
ア
メ
リ

カ
誕
生
の
歴
史
を
学
べ
る
多

く
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。
中

で
も
心
に
残
っ
た
の
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
が
独
立
戦
争
中
に

実
際
に
使
っ
て
い
た
テ
ン
ト

で
す
。
そ
の
テ
ン
ト
で
指
令

を
出
し
た
り
事
務
作
業
を
し

た
り
し
て
い
た
と
聞
き
、
長

く
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
当

時
の
ワ
シ
ン
ト
ン
の
姿
を
想

像
し
て
感
慨
深
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、

ボ
ス
ト
ン
の
中
心
に
あ
っ
た

革
命
派
の
集
会
場
所
「Liberty 

Tree

」
の
展
示
や
、
独
立
戦

争
を
時
系
列
で
ま
と
め
た
展

示
が
あ
り
、
と
て
も
わ
か
り

や
す
く
、
劇
づ
く
り
に
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
国
立
公
文
書

館
で
す
。
そ
こ
に
は
「
独
立

宣
言
」
の
原
本
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
紙
は
少
し
色
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私
は
今
か
ら
友
達
と
川
で

カ
ヌ
ー
に
挑
戦
す
る
。
私
は

友
達
の
け
い
ち
ゃ
ん
と
け
い

ち
ゃ
ん
の
は
と
こ
の
あ
す
か

ち
ゃ
ん
と
さ
く
ら
こ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
川
ま
で
歩
い
て
行

っ
て
い
る
。
ま
だ
朝
な
の
で

夏
の
暑
さ
を
感
じ
な
い
。

　

５
分
近
く
歩
く
と
、
川
が

見
え
た
。
私
は
、
カ
ヌ
ー
に

け
い
ち
ゃ
ん
、
あ
す
か
ち
ゃ

ん
と
さ
く
ら
こ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
乗
り
出
発
し
た
。
私
は

カ
ヌ
ー
の
先
頭
に
す
わ
っ
て

い
て
、
け
い
ち
ゃ
ん
は
後
ろ

だ
。
川
に
は
、
右
と
左
を
分

け
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
橋

が
あ
る
。
私
達
は
、
橋
の
右

側
に
出
た
。
最
初
は
、
カ
ヌ

ー
に
な
れ
る
よ
う
な
感
じ
で
、

一
周
し
た
。
こ
の
後
も
、
み

ん
な
で
な
ん
度
も
川
を
こ
い

で
い
た
の
だ
。

　

も
う
こ
ぎ
始
め
て
か
ら
、

け
っ
こ
う
時
間
が
た
っ
た
今
、

あ
す
か
ち
ゃ
ん
は
大
人
と
一

緒
に
遊
ん
で
い
て
、
カ
ヌ
ー

に
乗
っ
て
い
た
の
は
私
と
け

い
ち
ゃ
ん
と
さ
く
ら
こ
ち
ゃ

ん
だ
け
だ
っ
た
。
私
達
も
、

も
う
つ
か
れ
て
い
た
の
で
、

ゆ
っ
た
り
流
さ
れ
る
こ
と
に

し
た
。
そ
こ
で
、
さ
く
ら
こ

ち
ゃ
ん
が
何
か
を
見
つ
け
た
。

何
個
も
つ
み
上
げ
ら
れ
た
石

で
作
ら
れ
た
小
さ
な
遺
跡
み

た
い
な
も
の
が
あ
っ
た
。
私

は
な
ぜ
か
分
か
ら
な
い
が
、

私
達
は
遺
跡
か
ら
強
い
気
配

を
感
じ
た
。
気
に
な
っ
た
の

で
、
そ
こ
に
近
づ
い
て
み
る

こ
と
に
し
た
。

　

私
達
は
石
で
作
ら
れ
た
所

か
ら
流
さ
れ
始
め
た
。
そ
こ

か
ら
す
こ
し
ず
つ
雰
囲
気
が

変
わ
っ
て
き
た
。
私
は
い
き

な
り
寒
気
を
感
じ
た
。
心
配

に
な
っ
た
の
で
友
達
に
聞
い

た
。「
み
ん
な
、
今
な
ん
だ
か

寒
気
を
感
じ
な
い
？
」
私
は

そ
う
い
う
と
、
二
人
は
う
な

ず
い
た
。

　

私
達
は
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
遊
び
心
で
怖
い
話
を
し

始
め
た
。
さ
く
ら
こ
ち
ゃ
ん

は
、
前
に
、
だ
れ
か
か
ら
聞

い
た
、
都
市
伝
説
を
語
り
始

め
た
。
私
達
は
、
会
話
に
夢

「
カ
ヌ
ー
の
不
思
議
な
思
い
出
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
６
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碧
奈
美
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「ぼくの色、見つけた！
を読んで」
　　　ニュージャージー州キッズ国際学園小５
　　　　　　　　　　　　　　　　仲井　博紀

　

ぼ
く
が
読
ん
だ
本
は
、
志

津
栄
子
作
の
「
ぼ
く
の
色
、

見
つ
け
た
！
」
で
す
。
こ
の

話
は
、
小
学
五
年
生
の
信
太

朗
が
、
色
覚
障
が
い
を
も
ち

な
が
ら
も
困
難
を
乗
り
こ
え

る
話
で
す
。

　

ぼ
く
の
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
信
太
朗
の
先
生
が
は

ず
か
し
が
ら
ず
に
弱
み
を
言

っ
た
こ
と
で
す
。
信
太
朗
は

そ
れ
ま
で
色
覚
障
が
い
の
こ

と
を
は
ず
か
し
が
っ
て
他
人

に
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
平
林
先
生
が
み
ん
な
に

弱
み
を
見
せ
て
い
い
と
言
っ

た
こ
と
で
、
信
太
朗
だ
け
で

な
く
、
ク
ラ
ス
全
体
が
じ
ぶ

ん
の
弱
み
を
言
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

弱
み
は
、
か
く
さ
ず
、
ど

う
ど
う
と
見
せ
る
も
の
だ
と

い
う
考
え
が
、
ぼ
く
は
す
き

で
す
。
こ
の
考
え
は
、
自
分

が
は
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
は
、
他
の
人
に
と
っ

て
は
た
い
し
た
こ
と
で
は
な

い
、
と
い
う
意
味
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、

ぼ
く
も
自
分
の
弱
み
を
か
く

さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

信
太
朗
は
、
は
じ
め
の
ほ

う
は
他
の
人
に
見
え
る
色
が

自
分
に
は
見
え
な
い
、
と
い

う
く
や
し
さ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
最
後
に
は
自
分
に
し
か

見
え
な
い
色
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
い
て
世
界
が
広

が
り
ま
し
た
。
ぼ
く
も
、
自

分
に
し
か
で
き
な
い
、
と
く

意
な
こ
と
を
見
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
８
か
月
）

中
に
な
り
す
ぎ
て
い
て
、
気

が
つ
く
と
す
ご
く
遠
い
所
に

流
さ
れ
て
い
た
。
話
し
た
時

間
は
、
５
分
程
度
だ
っ
た
。

強
い
波
も
な
い
状
態
で
、
ど

う
や
っ
て
こ
こ
ま
で
流
さ
れ

た
か
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ま
る
で
、
注
意
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
か
の
よ
う
に
、

「
早
く
帰
っ
て
き
て
！
」
と
陸

の
方
か
ら
あ
す
か
ち
ゃ
ん
が

さ
け
ん
だ
。

　

だ
が
、
一
つ
お
か
し
い
点

が
あ
る
。
あ
す
か
ち
ゃ
ん
が

ま
る
で
、
私
の
耳
も
と
で
言

っ
た
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

遠
い
陸
に
い
る
は
ず
の
あ
す

か
ち
ゃ
ん
の
声
が
、
大
き
く

聞
こ
え
た
。
今
カ
ヌ
ー
は
川

の
中
心
に
い
る
。
私
に
は
カ

ヌ
ー
の
左
側
に
あ
る
水
に
う

か
ん
で
い
る
。
花
や
草
で
で

き
た
、
お
花
畑
か
ら
聞
こ
え

た
の
だ
。
こ
の
こ
と
を
、
ほ

か
の
二
人
に
報
告
す
る
と
、

二
人
も
違
う
所
か
ら
聞
こ
え

た
そ
う
だ
。
さ
く
ら
こ
ち
ゃ

ん
は
カ
ヌ
ー
の
後
ろ
か
ら
聞

こ
え
て
、
け
い
ち
ゃ
ん
は
、

陸
か
ら
聞
こ
え
た
そ
う
だ
。

さ
す
が
に
私
達
は
こ
れ
を
遊

び
心
で
は
、
受
け
取
れ
な
く
、

そ
の
場
を
は
な
れ
る
こ
と
に

し
た
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ

お
か
し
い
点
を
見
つ
け
た
。

カ
ヌ
ー
が
お
花
畑
に
ひ
っ
ぱ

ら
れ
て
い
た
の
だ
。
ま
る
で

あ
の
声
が
、
私
達
を
お
花
畑

へ
帰
ら
せ
る
よ
う
に
水
流
が

変
わ
っ
た
。
も
う
こ
こ
で
私

達
は
、
陸
へ
帰
る
こ
と
に
決

め
た
。
た
と
え
、
あ
の
声
が

あ
す
か
ち
ゃ
ん
の
声
じ
ゃ
な

く
て
も
。
私
達
は
必
死
に
こ

い
で
、
何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
帰
っ
た
。

　

あ
の
出
来
事
か
ら
、
数
日

経
っ
た
頃
、
け
い
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
も
う
一
度
考
え
て
み

た
。
そ
の
時
ふ
と
気
づ
い
た

の
だ
。
あ
の
出
来
事
は
本
当

に
起
こ
っ
た
こ
と
だ
。
私
達

は
、
本
当
に
そ
う
感
じ
た
の

だ
。
だ
が
、
私
に
残
っ
て
い

た
思
い
出
は
、
楽
し
い
印
象

し
か
な
い
。
だ
か
ら
、
私
達

は
あ
の
時
怖
く
感
じ
た
だ
け

だ
っ
た
。
私
達
は
、
だ
ま
さ

れ
て
い
た
ん
だ
。
友
達
と
の

想
像
と
い
う
楽
し
さ
に
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
12
年
）

「
ア
メ
リ
カ
の
独
立
と
ぼ
く
ら
の
劇
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

諒
輔

　

わ
た
し
は
、
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
す
な
は
ま
で
、
へ

ん
な
カ
ニ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

い
つ
も
は
、
な
み
う
ち
ぎ

わ
の
す
な
の
中
に
い
る
み
た

い
で
す
。
は
じ
め
て
見
た
と

き
は
、
す
な
の
上
に
い
て
、

石
か
と
思
い
ま
し
た
。
お
兄

ち
ゃ
ん
の
友
だ
ち
の
ひ
ろ
と

く
ん
が
「
カ
ニ
だ
ー
！
」
と

言
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
大
き
さ
は
、
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
の
か
ら
く
ら
い
で
す
。

色
は
茶
色
と
う
す
も
も
色
で

す
。
は
さ
み
は
小
さ
く
て
、

目
立
ち
ま
せ
ん
。
オ
レ
ン
ジ

色
の
た
ま
ご
を
持
っ
て
い
る

の
が
メ
ス
で
す
。
お
父
さ
ん

に
、
グ
ー
グ
ル
レ
ン
ズ
で
調

べ
て
も
ら
い
、「
す
な
ほ
り
ガ

ニ
だ
っ
て
。」
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　

自
分
の
バ
ケ
ツ
に
、
水
を

入
れ
て
、
す
な
ほ
り
ガ
ニ
を

あ
つ
め
ま
し
た
。
す
る
と
、

そ
の
カ
ニ
た
ち
は
、
す
な
を

ほ
っ
て
も
ぐ
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
そ
の
よ
う
す
を
見
て
、

な
ぜ
「
す
な
ほ
り
ガ
ニ
」
と

い
う
名
前
な
の
か
な
っ
と
く

し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
ビ
ー
チ
へ

行
っ
た
ら
「
す
な
ほ
り
ガ
ニ
」

を
さ
が
し
て
み
て
ね
！

　
　

   　
（
滞
米
４
年
11
か
月
）

あ
せ
て
い
て
細
か
い
文
字
ま

で
は
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
筆
跡
か
ら
当
時
の
人
々

の
独
立
へ
の
強
い
思
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
合
衆
国
憲
法
や
権

利
章
典
と
い
っ
た
歴
史
的
に

非
常
に
貴
重
な
文
書
も
見
る

こ
と
が
で
き
、
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
を
身
近
に
感
じ
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
今
回
の
修
学
旅
行

を
通
し
て
、
ス
ク
ー
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
と
し

て
劇
の
テ
ー
マ
に
関
わ
る
歴

史
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
革

命
博
物
館
で
実
物
資
料
を
見

た
こ
と
は
大
き
な
学
び
と
な

り
、
劇
の
台
本
を
完
成
さ
せ

る
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
は
練
習
に
入
る
と
こ
ろ
ま

で
進
ん
で
い
ま
す
。
ワ
シ
ン

ト
ン
の
言
葉
「
常
に
継
続
し

て
や
っ
て
い
れ
ば
，
素
晴
ら

し
い
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
。」
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
実
行
委
員
の
仕
事
を
頑
張

り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
ス

ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
7
・
8
年
生
で
協
力
し
て
、

心
に
残
る
劇
を
つ
く
れ
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
年
）

「
あ
や
し
い
カ
ニ
を

発
見
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　
　
　
　
　
　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
じ
田　

し
ま
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ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の
ラ
イ
は
、
人
口
１
万
６
０
０
０

人
と
同
郡
の
中
で
も
最
も
小
さ
い
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
だ
が
、
駅

前
か
ら
伸
び
て
い
る
パ
ー
チ
ェ
ス
通
り
は
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
軒
を
並
べ
て
い
る
お
洒
落
な
街
だ
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン

ラ
イ
ン
で
急
行
で
約
45
分
。
通
勤
に
も
手
頃
な
距
離
感
だ
ろ

う
。

　

１
９
２
８
年
に

開
園
し
た
ラ
イ
・
プ

レ
イ
ラ
ン
ド
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
で

あ
れ
ば
一
度
は
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
パ
ー
ク
だ
ろ
う
。

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
、

ビ
ー
チ
、
プ
ー
ル
、

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

が
あ
り
、
ラ
イ
の
夏

の
間
の
風
物
詩
と

言
え
る
。

　

住
宅
の
売
買

価
格
の
平
均
が

２
５
０
万
ド
ル
の
こ
の
街
で
、
２
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
も

あ
る
お
洒
落
な
ア
パ
ー
ト
が
、
こ
の
家
賃
で
借
り
ら
れ
る
の

は
バ
ー
ゲ
ン
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

3
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
2
バ
ス
ル
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
で
、
特
大
の
マ
ル
チ
パ
ー
パ
ス
ル
ー
ム
が
あ
る
。
吹
き

抜
け
の
天
井
に
今
回
新
し
く
敷
き
替
え
た
ハ
ー
ド
ウ
ッ
ド
フ

ロ
ア
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
や
事
務
、
趣
味
の
部
屋
な
ど

そ
の
用
途
を
考
え
る
だ
け
で
楽
し
く
な
る
。
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
テ
ィ
オ
が
あ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
イ
の
駅
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
、
ミ

ド
ル
ス
ク
ー
ル
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
な
ど
が
徒
歩
圏
で
あ
る
の

も
う
れ
し
い
。
月
額
家
賃
は
６
５
０
０
ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ

ー
ル info@shoenrealty.com

、　

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）　

郊外のお洒落な街、ライの贅沢な居住空間を満喫

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
と
都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ

Ａ
）
は
９
月
23
日
、
メ
ト
ロ
ノ

ー
ス
鉄
道
ハ
ド
ソ
ン
線
の
新

「
ス
ー
パ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

号
の
運
行
を
６
日
に
開
始
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（
特
急
）
列
車
が
約
１
１
５
分

で
走
行
し
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
ポ
キ
プ
シ
ー

駅
ま
で
の
う
ち
、
ス
ー
パ
ー
・

エ
ク
ス
プ
レ
ス
列
車
は
、
５
本

は
88
、
89
分
、
１
本
は
95
分
で

走
行
す
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
信
号
と
通
信
デ
ー
タ
を
基
に

可
能
な
限
り
走
行
時
間
を
短
縮

スーパー・エクスプレス号
メトロノース鉄道で運行開始

で
き
る
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

改
訂
し
た
。
ま
た
、
新
型
シ
ー

メ
ン
ス
・
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
（
電

気
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
）
を

導
入
し
て
速
度
を
上
げ
る
だ
け

で
な
く
大
気
汚
染
を
最
高
85
％

削
減
で
き
る
な
ど
、
よ
り
環
境

に
配
慮
し
確
実
性
を
向
上
し
た

と
い
う
。
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
会

見
で
「
よ
り
早
く
優
良
な
列
車

を
ハ
ド
ソ
ン
・
バ
レ
ー
の
通
勤

者
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

Ｎ
Ｙ
州
の
経
済
発
展
に
拍
車
が

か
か
り
、
生
活
の
質
も
向
上
す

る
だ
ろ
う
。
貴
重
な
時
間
を
１

日
15
分
、
毎
週
１
時
間
以
上
節

約
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

Photo:. Emily Moser/Coutesy of Metro-North Railroad

走
行
時
間
を
20
分
短
縮

週刊NY生活
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Ｑ　

現
地
校
に
去
年
か
ら
通
う

小
４
の
息
子
に
つ
い
て
の
相
談

で
す
。
白
人
の
生
徒
が
多
く
ア

ジ
ア
系
生
徒
は
少
な
い
郊
外
の

学
校
で
、
日
本
人
は
学
年
で
息

子
ひ
と
り
で
す
。
日
本
で
は
た

く
さ
ん
友
達
が
い
て
楽
し
そ
う

で
し
た
が
、
現
地
校
で
は
仲
よ

く
で
き
る
友
達
が
で
き
な
い
ま

ま
３
年
生
が
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
本
人
も
気
に
し
て
い

る
様
子
で
心
配
で
す
。 

何
か

よ
い
対
応
法
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　
　
　
　
（
Ｃ
Ｔ
州
、
母
）

Ａ　

教
育
相
談
室
で
は
時
々
こ

の
よ
う
な
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
我
々
大
人
は
つ
い
「
子

ど
も
の
こ
と
だ
か
ら
す
ぐ
英
語

に
も
慣
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
友

達
も
で
き
る
だ
ろ
う
」
な
ど
と

安
易
に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
新
し
い
環
境
へ
の

適
応
力
に
は
大
き
な
個
人
差
が

あ
り
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
い
っ

て
誰
も
が
す
ぐ
英
語
を
覚
え
た

り
、
容
易
に
友
達
が
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

そ
う
で
な
い
場
合
の
ほ
う
が
多

く
、
富
裕
層
の
家
庭
が
多
い
学

校
区
な
ど
で
は
特
に
、
ア
メ
リ

カ
人
生
徒
の
方
で
も
英
語
が
話

せ
な
い
ア
ジ
ア
人
生
徒
に
あ
ま

り
興
味
を
示
さ
な
い
こ
と
も
多

い
で
す
。
日
本
で
た
く
さ
ん
の

友
達
に
囲
ま
れ
て
い
た
子
ど
も

達
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
、
現

地
校
で
寂
し
い
状
況
に
置
か
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

友
達
が
で
き
な
い
こ
と
で
自
信

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い

よ
う
、
早
め
の
対
応
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
の
対
処
法

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
現
地
校
の
担
任
教
師
、
ま

た
心
の
ケ
ア
の
専
門
家
で
あ
る

ス
ク
ー
ル
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト

（
学
校
心
理
士
）
に
相
談
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
学

校
で
友
達
が
で
き
ず
寂
し
い
思

い
を
し
て
い
る
、
不
当
な
い
じ

め
が
あ
る
、
勉
強
し
て
い
る
の

に
成
果
に
つ
な
が
ら
な
い
な

ど
、
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
親

が
直
接
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
に
ア

ポ
を
取
り
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
地
校
で
は
い
ろ
い

ろ
な
対
応
法
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

教
育
相
談
室
で
も
様
々
な
対

応
法
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
１
つ
と
し
て
、
親
が

担
任
教
師
に
依
頼
し
、
子
ど
も

に
教
室
で
「
ミ
ニ
日
本
文
化
紹

介
」
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
の
学
校
で
は
通
常
、
外
国
や

他
文
化
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
近
年
ア
ニ
メ

の
影
響
も
あ
り
、
日
本
語
や
日

本
の
文
化
に
興
味
を
持
つ
生
徒

も
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
食
を

好
む
ア
メ
リ
カ
人
も
多
い
で

す
。
教
師
の
ほ
う
で
も
、
生
徒

の
よ
い
勉
強
に
な
る
と
快
く
引

き
受
け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

文
化
紹
介
の
内
容
と
し
て

は
、
①
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
を
見

せ
な
が
ら
日
本
の
生
活
習
慣
や

祝
日
（
お
正
月
や
お
月
見
な

ど
）
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す

る
、
②
け
ん
玉
や
駒
、
福
笑
い

な
ど
日
本
の
伝
統
的
な
お
も
ち

ゃ
を
用
意
し
、
子
ど
も
が
遊
び

方
を
説
明
し
た
後
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
を
も

う
け
る
、
③
子
ど
も
が
作
っ
た

お
り
が
み
や
、
日
本
で
人
気
の

あ
る
お
菓
子
な
ど
を
配
る
（
食

べ
物
を
配
る
場
合
は
教
師
の
許

可
が
必
要
）
な
ど
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
過
去
の
例
と
し
て
は
、

日
本
の
商
店
街
の
ポ
ス
タ
ー
を

見
せ
た
と
こ
ろ
、
日
本
に
も
ス

タ
バ
や
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
あ
る

こ
と
に
ア
メ
リ
カ
人
生
徒
が
驚

い
た
り
、
日
本
の
授
業
風
景
を

見
て
日
米
の
違
い
を
面
白
が
っ

た
り
し
た
よ
う
で
す
。
ま
た
け

ん
玉
や
駒
を
や
っ
て
見
せ
た
と

こ
ろ
、
生
徒
か
ら
大
声
援
が
起

こ
り
盛
り
上
が
っ
た
り
、
可
愛

い
日
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使

っ
た
お
菓
子
が
喜
ば
れ
た
り
し

た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ミ
ニ
日
本
文
化

紹
介
を
通
し
て
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
が
子
ど
も
に
興
味
を
持
ち
、

質
問
し
た
り
話
し
か
け
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
機

に
す
ぐ
友
達
が
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
ク

ラ
ス
の
多
く
の
生
徒
達
と
触
れ

合
う
よ
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
に
「
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
、

事
前
に
十
分
な
準
備
を
す
る
こ

と
、
発
表
の
練
習
も
し
て
お
く

こ
と
な
ど
が
成
功
の
鍵
と
な
り

ま
す
。
気
が
す
す
ま
な
い
子
に

無
理
に
さ
せ
る
の
は
避
け
ま
し

ょ
う
。
子
ど
も
が
望
め
ば
、
許

可
を
得
て
親
御
さ
ん
も
発
表
を

手
伝
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
子
ど
も
の
年
齢
や
英
語
力

に
よ
っ
て
文
化
紹
介
の
内
容
や

時
間
を
調
節
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
一
度
挑
戦
し
て
み
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
が
他
生
徒
の
注
目
を
集

め
、
達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る
よ

い
機
会
と
な
り
得
ま
す
。
す
で

に
ア
メ
リ
カ
人
の
友
達
が
い
る

子
で
も
、
さ
ら
に
他
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た

り
、
自
信
を
伸
ば
せ
る
よ
い
機

会
と
な
る
で
し
ょ
う
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
小

学
部
の
５
・
６
年
生
が
９
月
16

日
か
ら
19
日
ま
で
、
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト 

ン
・
プ

リ
マ
ス
へ
移
動
教
室
に
出
か
け

た
。
初
日
は
ま
ず
、
バ
ス
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
係
に
よ
る
ゲ
ー

ム
で
片
道
４
時
間
半
の
道
の
り

を
楽
し
ん
だ
。
17
世
紀
の
ピ
ル

グ
リ
ム
の
生
活
を
再
現
し
た

「
プ
リ
マ
ス
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
訪
れ
、
グ
ル
ー
プ
毎
に

見
学
を
し
た
。
当
時
の
姿
に
扮

し
た
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
た
り
、
当
時
の
家
の
様
子
な

ど
を
見
学
し
た
り
す
る
中
で
当

時
の
生
活
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。
そ
の
後
、
ピ
ル
グ
リ
ム

を
乗
せ
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ

リ
カ
に
わ
た
っ
て
き
た
メ
イ
フ

ラ
ワ
ー
号
に
も
乗
船
し
た
。

　

２
日
目
は
、
最
新
鋭
の
ロ
ボ

ッ
ト
開
発
を
し
て
い
る
ボ
ス
ト

ン
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
訪
問
し

た
。
犬
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
ス
ポ
ッ

ト
」
が
工
事
現
場
や
工
場
な
ど

で
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
機
能

が
あ
る
の
か
、
動
く
様
子
を
見

せ
て
も
ら
い
な
が
ら
説
明
を
受

け
た
。
今
回
は
普
段
は
入
れ
な

い
研
究
施
設
内
ま
で
見
学
さ
せ

て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
は
多

く
の
刺
激
を
受
け
て
い
た
。
最

初
は
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
興
味
が

な
か
っ
た
児
童
も
、
説
明
を
受

け
る
う
ち
に
興
味
を
も
ち
、
見

学
後
に
は
多
く
の
児
童
が
「
ボ

ス
ト
ン
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
一
番

楽
し
か
っ
た
」「
将
来
は
ロ
ボ

ッ
ト
開
発
の
仕
事
に
携
わ
り
た

い
！
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
イ
ン
タ
ー

５
、６
年
移
動
教
室
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コ
ロ
ラ
ド
・
ス
プ
リ
ン
グ

ス
に
あ
る
全
米
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
博
物

館
（United States Olympic 

& Paralympic Museum

；

USOPM

）
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
数
多

く
開
催
し
て
い
る
国
と
し
て
は

ア
メ
リ
カ
が
一
番
多
く
、
セ
ン

ト
ル
イ
ス
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

（
2
回
）、
ア
ト
ラ
ン
タ
、
レ
イ

ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
（
2
回
）、
ス

コ
ー
バ
レ
ー
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク

シ
テ
ィ
の
合
計
8
回
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
い
わ
ゆ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
博
物
館
を
設
置
し
て
い
る

の
は
レ
イ
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
博
物
館
と
ユ
タ
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
博
物
館
の
み

で
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
ア
ト
ラ
ン
タ
歴

史
セ
ン
タ
ー
に
広
大
な
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
８
年
に
3

度
目
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
博
物
館

は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
中
、
２
０
１
９
年
9

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｏ
Ｍ
Ｎ
）
の

総
会
で
、
コ
ロ
ラ
ド
・
ス
プ
リ

ン
グ
ス
に
全
米
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
博
物
館
が

準
備
室
段
２
０
２
０
年
に
開
館

す
る
と
聞
き
、
い
ず
れ
見
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ

博
物
館
の
海
外
調
査
に
同
行
す

る
こ
と
に
な
り
、
よ
う
や
く
訪

問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ラ
ド
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
に

は
、
米
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
内
委
員
会(

Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｃ)

、
24
の
国
内
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
統
括
団
体
、
50
以

上
の
国
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
コ

ロ
ラ
ド
ス
プ
リ
ン
グ
ス
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

そ
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
が
あ
り
ま

す
。
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
は
、
米
国
で

唯
一
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
総
合
博
物
館
と
し

て
１
５
４
人
の
会
員
を
擁
す
る

米
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
殿
堂
の
物
理
的
な
本

拠
地
と
な
っ
て
お
り
、
６
万
平

方
フ
ィ
ー
ト
の
建
物
内
に
13
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
博
物
館
の
外
観
や

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
五
輪
の
マ

ー
ク
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ラ
ド
ス
プ
リ
ン
グ
市
に
は
Ｕ

Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
、Team USA

の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
で
あ
る
と
い
う
地
域
振
興

を
図
る
た
め
に
博
物
館
の
設

立
を
誘
致
し
た
と
い
う
経
緯
が

あ
り
ま
す
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
と

は
別
組
織
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
輪
の
マ

ー
ク
は
使
用
で
き
ず
、
基
本
的

に
資
料
の
寄
贈
・
寄
託
は
Ｕ
Ｓ

Ｏ
Ｐ
Ｃ
に
優
先
権
が
あ
り
、
Ｕ

Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
の
所
蔵
資
料
は
少
な

く
、
そ
の
多
く
が
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｃ

あ
る
い
は
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
博
物
館
（
Ｔ
Ｏ
Ｍ
）

か
ら
の
貸
与
と
い
う
か
た
ち
を

と
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
基
本
的

に
資
料
は
基
本
的
に
展
示
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
収
蔵

庫
は
極
め
て
小
さ
い
の
も
驚
き

で
し
た
。
開
館
時
期
に
コ
ロ
ナ

禍
と
な
り
、
開
館
し
て
間
も
な

く
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
よ

う
で
す
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

少
な
い
分
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
体

験
展
示
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
博
物
館
だ
と
思

い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
博
物
館

協
会
（
Ａ
Ａ
Ｍ
）
や
国
際
ス
ポ

ー
ツ
殿
堂
（
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｆ
）
の

ほ
か
、
前
回
紹
介
し
た
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学

博
物
館
副
館
長
）

2025年（令和 7年）10月 4日（土） ［旅のページ］　　（18）
　

メ
キ
シ
コ
の
南
東
部
に
位
置

す
る
ユ
カ
タ
ン
半
島
に
は
、
数

多
く
の
観
光
資
源
が
点
在
し
て

い
る
。
そ
の
玄
関
口
と
な
る
の

が
半
島
北
東
部
に
あ
る
メ
キ
シ

コ
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
地
、
カ
ン

ク
ン
だ
。
そ
ん
な
カ
ン
ク
ン
と

ユ
カ
タ
ン
半
島
の
魅
力
を
在
米

邦
人
の
皆
様
に
伝
え
る
べ
く
、

５
月
末
に
３
泊
４
日
の
取
材
旅

行
に
行
く
機
会
を
い
た
だ
い

た
。（
※
１
話
６
／
28
号
、
２

話
８
／
23
号
に
掲
載
）

　

今
回
は
、
旅
の
２
日
目
、
Ｈ

Ｉ
Ｓ
カ
ン
ク
ン
支
店
が
企
画
販

売
す
る
ツ
ア
ー
の
中
で
一
番
人

気
の
、
ユ
カ
タ
ン
半
島
に
点
在

す
る
４
ヶ
所
の
珍
し
い
観
光
地

を
14
時
間
以
上
か
け
７
５
０
キ

ロ
の
長
距
離
を
日
帰
り
で
巡
る

ツ
ア
ー
の
後
半
戦
を
紹
介
す

る
。

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
マ
ヤ
文
明

の
遺
跡
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
「
チ
チ
ェ
ン
イ
ッ
ツ

ァ
」
を
出
発
し
た
バ
ス
は
、
次

の
名
所
「
セ
ノ
ー
テ
・
イ
キ

ル
」
に
。
こ
の
移
動
は
近
く
、

わ
ず
か
10
分
弱
で
す
ぐ
到
着
。

「
セ
ノ
ー
テ
」
と
は
、
ユ
カ
タ

ン
半
島
独
特
の
地
質
に
巨
大
隕

石
の
衝
突
が
影
響
し
て
出
来
た

大
穴
の
底
に
表
出
し
た
地
下
水

の
泉
の
こ
と
。
半
島
全
体
に

５
０
０
０
以
上
の
セ
ノ
ー
テ
が

存
在
し
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ

か
が
観
光
地
化
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、
こ
こ
「
セ
ノ
ー
テ
・

イ
キ
ル
」
は
「
映
え
る
」
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
こ
れ
ま
で
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
私
も
数
年
前
に
、
自
然

の
驚
異
が
作
っ
た
世
界
の
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
番
組
で

見
て
、
場
所
と
名
前
は
覚
え
て

い
な
か
っ
た
が
「
う
わ
ぁ
行
っ

て
み
た
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い

た
場
所
が
ま
さ
に
こ
こ
だ
と
分

か
り
、
と
て
も
興
奮
し
た
。
直

径
30
〜
40
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
大

き
く
陥
没
し
た
穴
に
は
ツ
タ
状

の
植
物
が
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に

垂
れ
下
が
り
、
20
〜
30
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
下
の
穴
の
底
に
は
綺
麗

な
水
の
泉
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で

人
が
泳
い
で
い
る
写
真
を
皆
さ

ん
も
見
た
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う

か
？
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
の

映
画
に
出
て
き
そ
う
な
雰
囲
気

の
、「
こ
れ
ぞ
セ
ノ
ー
テ
！
」

と
言
え
る
神
秘
的
な
場
所
だ
。

　

我
々
一
行
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ
。

滞
在
時
間
が
短
い
た
め
急
い
で

食
べ
終
え
、
セ
ノ
ー
テ
の
底
ま

で
石
段
を
降
り
た
。
ち
ょ
っ
と

岩
の
階
段
が
濡
れ
て
い
て
足
が

滑
り
、
下
り
は
か
な
り
怖
か
っ

た
。
こ
こ
で
は
私
た
ち
は
泳
げ

な
か
っ
た
が
、
大
勢
の
観
光
客

が
泉
で
泳
い
だ
り
飛
び
込
ん
だ

り
自
然
の
プ
ー
ル
で
楽
し
ん
で

い
た
。
こ
こ
は
朝
に
我
々
が
泳

い
だ
グ
ラ
ン
セ
ノ
ー
テ
よ
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
立
派
な
更
衣
室

兼
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
な
ど
関
連

施
設
が
充
実
し
て
い
た
。ま
た
、

こ
こ
の
水
の
透
明
度
は
グ
ラ
ン

セ
ノ
ー
テ
よ
り
も
っ
と
高
い
そ

う
で
、
水
底
ま
で
綺
麗
に
見
え

て
い
た
。
穴
の
上
か
ら
見
下
ろ

し
た
光
景
も
映
え
る
が
、
穴
の

底
か
ら
の
眺
め
も
素
敵
で
、
恐

竜
時
代
か
ら
そ
の
ま
ま
の
自
然

の
神
秘
に
感
動
し
た
。

　

最
後
に
、
お
土
産
コ
ー
ナ
ー

で
、
ガ
イ
ド
さ
ん
お
勧
め
の
、

こ
の
辺
り
が
名
産
地
だ
と
い
う

ハ
チ
ミ
ツ
を
使
用
し
た
、
お
酒

（
機
内
持
ち
込
み
で
き
る
ミ
ニ

ボ
ト
ル
）
と
加
齢
臭
解
消
に
効

く
と
噂
の
石
鹸
を
購
入
。
ツ
ア

ー
最
後
の
目
的
地
「
ピ
ン
ク
レ

イ
ク
」
に
向
け
、
バ
ス
は
出
発

し
た
。

　

セ
ノ
ー
テ
・
イ
キ
ル
の
滞
在

時
間
が
短
か
か
っ
た
の
に
は
訳

が
あ
り
、「
ピ
ン
ク
レ
イ
ク
」

が
一
番
綺
麗
に
見
え
そ
う
な
午

後
３
〜
４
時
ご
ろ
ま
で
に
到
着

し
た
か
っ
た
た
め
。
遅
く
な
る

と
太
陽
が
低
く
な
り
水
面
が
ピ

ン
ク
に
見
え
づ
ら
く
な
る
そ
う

だ
。

　

ユ
カ
タ
ン
半
島
北
部
メ
キ
シ

コ
湾
沿
い
に
あ
る
こ
の
場
所
は

新
し
い
名
所
で
、
観
光
地
化
さ

れ
て
か
ら
ま
だ
そ
ん
な
に
年
が

経
っ
て
な
い
ら
し
い
。
と
い
う

か
、
こ
こ
は
そ
も
そ
も
製
塩
会

社
の
敷
地
内
に
あ
る
の
で
、
ツ

ア
ー
に
参
加
し
な
い
と
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。「
ラ
ス
・
コ

ロ
ラ
ダ
ス
」
が
正
式
名
称
だ
。

因
み
に
「
ピ
ン
ク
レ
イ
ク
」
と

い
う
の
は
通
称
で
、
本
当
は
淡

水
の
「
湖
」
で
は
な
く
、
メ
キ

シ
コ
湾
か
ら
繋
が
る
と
て
も
広

大
な
塩
田
が
そ
の
正
体
。
ピ
ン

ク
レ
イ
ク
の
手
前
に
は
塩
の
精

製
工
場
や
沢
山
の
塩
の
山
が
あ

っ
た
。
そ
の
塩
田
の
水
に
生
息

す
る
大
量
の
微
生
物
が
日
光
に

当
た
っ
て
赤
く
光
る
様
が
、
光

の
当
た
り
方
や
天
候
や
気
候
な

ど
様
々
な
条
件
で
、
水
面
一
面

が
奇
跡
的
に
美
し
い
ピ
ン
ク
に

見
え
る
の
だ
そ
う
だ
。な
の
で
、

折
角
カ
ン
ク
ン
か
ら
何
時
間
も

か
け
て
見
学
に
来
て
も
、
薄
グ

レ
ー
や
オ
レ
ン
ジ
、
茶
色
っ
ぽ

く
見
え
る
日
な
ど
も
あ
り
、
ガ

イ
ド
さ
ん
に
よ
る
と
「
お
客
様

の
運
次
第
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

セ
ノ
ー
テ
・
イ
キ
ル
か
ら
2

時
間
ぐ
ら
い
か
け
て
、
我
々
は

予
定
時
間
に
上
手
く
到
着
。
そ

れ
ま
で
曇
っ
て
い
た
空
も
現
地

に
着
い
た
ら
晴
れ
て
き
た
。
入

口
の
建
物
で
入
場
手
続
き
を
し

た
あ
と
白
砂
の
道
を
皆
で
歩

き
、
ま
ず
第
一
湖
に
。
我
々
は

ラ
ッ
キ
ー
で
、
美
し
い
ピ
ン
ク

の
水
面
を
し
っ
か
り
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
延
々
続
く
白
砂
の

道
を
挟
ん
で
反
対
側
の
水
面

（
海
水
）
は
茶
色
っ
ぽ
く
て
そ

の
対
比
が
面
白
か
っ
た
。ま
た
、

茶
色
の
水
側
で
は
、
濃
度
の
高

い
塩
水
が
打
ち
つ
け
る
波
打
ち

際
に
白
い
泡
が
吹
く
よ
う
な
様

子
が
見
ら
れ
興
味
深
か
っ
た
。

ま
た
こ
こ
に
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
餌
に
す
る
野
生
の
フ
ラ
ミ
ン

ゴ
が
飛
来
す
る
そ
う
で
、
目
が

悪
い
私
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
我
々
の
訪
問
時
に
も
数

羽
の
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が
岸
辺
に
い

た
よ
う
だ
。

　

我
々
は
第
一
湖
か
ら
第
二
湖

に
向
け
て
長
い
距
離
を
歩
い

た
。
道
中
、
記
念
撮
影
す
る
新

婚
カ
ッ
プ
ル
３
組
の
ラ
ブ
ラ
ブ

光
線
に
あ
て
ら
れ
な
が
ら
進
み

（
笑
）、
第
二
湖
で
も
美
し
い
ピ

ン
ク
の
水
面
を
見
る
事
が
で
き

た
。

　

ピ
ン
ク
の
水
面
・
真
っ
白
の

砂
道
・
茶
色
っ
ぽ
い
水
面
の
３

色
に
分
か
れ
た
光
景
が
、
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
・
バ
ニ
ラ
・
チ
ョ
コ

の
３
色
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
そ

っ
く
り
で
面
白
か
っ
た
。（
笑
）

最
後
に
展
望
台
か
ら
全
景
を
眺

め
て
ツ
ア
ー
は
終
了
。

　

帰
る
道
中
、
ト
イ
レ
休
憩
で

立
ち
寄
っ
た
、
カ
ン
ク
ン
や
ユ

カ
タ
ン
半
島
各
地
に
多
数
あ
る

コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
店
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ビ
ニ
で
売
ら

れ
て
る
も
の
が
半
額
近
く
で
売

ら
れ
て
い
て
物
価
の
安
さ
に
ビ

ッ
ク
リ
！

　

バ
ス
は
カ
ン
ク
ン
に
戻
り
、

３
組
の
新
婚
カ
ッ
プ
ル
を
順
に

送
っ
た
あ
と
、
我
々
の
ホ
テ
ル

に
到
着
。
時
刻
は
午
後
９
時
30

分
を
回
っ
て
い
た
の
で
、実
質
、

ツ
ア
ー
は
16
時
間
半
の
長
丁
場

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
だ
け
充
実

し
た
観
光
を
１
日
で
出
来
た
の

は
最
高
だ
っ
た
！
カ
ン
ク
ン
に

旅
行
に
行
っ
て
、
も
し
丸
１
日

時
間
が
あ
る
な
ら
、
ぜ
ひ
と
も

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
参
加
し
て
欲

し
い
。 　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

文
・
写
真
：
本
紙
・
久
松
茂
（
数

点
の
写
真
は
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
藤

野
真
未
さ
ん
撮
影
）

取
材
協
力
：
Ｈ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
ズ

新
旧
「
映
え
」
ス
ポ
ッ
ト
で
奇
跡
的
な
光
景
に
感
動

カ
ン
ク
ン
と
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
旅 

３
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EVENT
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス ＝ 10/5　10:00-18:00  
Chelsea（6th ave, 23-25 St）今回はチェルシー
で開催。さまざまな日本食や雑貨、アート、音
楽などが楽しめる人気ストリートフェア。おに
ぎり、弁当、ラーメン、たこ焼き、シュークリー
ムなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ファンフェスト・ジャパン＝ 10/5　12:00
～ 16:00  Corlears Hook Park（Jackson and 
Cherry St）民舞座による家族向けの日本紹介イ
ベント。民舞座の日本舞踊、太鼓マサラの太鼓
演奏、サムライソードソウルによる殺陣パフォー
マンスのほか、ブースでは折り紙、書道、けん玉、
フェイスペインティング、着物の着付けなどが
体験できる。最後は全員で盆踊りを踊る。
詳細は https://japanesefolkdance.org/ 
■ニューヨーク・コミコン＝ 10/9～ 12　Javits 
Center（429 11th Ave,）NYで毎年開催される
ポップカルチャーのコンベンション。コミック、
グラフィックノベル、アニメ、マンガ、ビデオゲー
ム、コスプレ、映画、テレビ、関連ファンダム
に特化した東海岸最大のイベントで、近年は 20
万人以上が来場する。出展企業にはバンダイ・
ナムコ、魂ネーションズ、ゲストにはジョージ・
タケイ氏も登場する。入場料：＄85から
詳細は https://www.newyorkcomiccon.com/

MUSIC
■中村天平コンサート「Tempei Nakamura solo 
piano concert in NYC」 ＝ 10/5　17:00  New 
York Piano Academy（165 W 105th St.）ピアニ
スト中村天平のフリーコンサート。中村は 2010
年にカーネギーホールでデビュー以来、世界各
地で精力的に演奏活動を行っている。入場無料。
■矢野顕子トリオの NYコンサート＝ 10/5　
20:00　Sony Hall（235 W 46th St.）矢野顕子
トリオによるライブ。出演は矢野のほか長年の
NY在住ミュージシャンフレンズ、ウィル・リー
（ベース、ボーカル、シンセサイザー）と、ク
リス・パーカー（ドラム）。入場料：$40.55～
$58.16。
詳 細 は h t t p s : / / s o n y h a l l . c o m /
shows/?eid=14479643

THEATRE/DANCE 
■第 63回 NY映画祭＝ 10/13まで  リンカーン
センターほか NY市内各地の映画館　世界中か
ら厳選された傑作映画を上映する、アメリカで
最も権威があり最も長い歴史を持つ映画祭の一
つ。著名監督・新進気鋭の監督による国際的な
アートハウス映画、新作、スタジオ作品など 34
作品を取り上げる。入場料：＄15から
詳細は https://www.fi lmlinc.org/

ART
■特別展「ヴァン・ゴッホの花」＝ 10/26ま
で　NY植物園（29 00 Southern Boulevard）園
内のガーデンをキャンバスに色彩豊かなゴッホ
の作品をテーマに制作された大規模アート、ひ
まわりのモニュメント、フラワーデコレーショ
ン等を展示。金曜と土曜の夜はゴッホの代表作
『星降る夜』をテーマにした 10分間のドローン
ショー「スターリー・ナイト」が行われる。入
場料：一般 $35～、学生・シニア $31～、2～
12歳 $15、会員・2歳以下は無料

　

一
見
す
る
と
ど
こ
か
の
大
学

の
教
授
然
と
し
て
い
る
。
今
年

74
歳
に
な
る
ギ
タ
リ
ス
ト
、
ビ

ル
・
フ
リ
ゼ
ー
ル
の
こ
と
だ
。

１
９
８
０
年
代
初
頭
の
デ
ビ
ュ

ー
以
来
、
ジ
ャ
ズ
を
中
心
に
ブ

ル
ー
ス
、
カ
ン
ト
リ
ー
、
ア
メ

リ
カ
ー
ナ
と
米
国
に
根
付
く
音

楽
を
独
自
の
解
釈
で
演
奏
し
て

き
た
。
米
国
音
楽
史
の
実
践
者

と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、「
大

学
教
授
」
の
名
も
あ
な
が
ち
的

外
れ
で
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

8
月
末
の
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ヴ

ァ
ン
ガ
ー
ド
で
の
彼
の
ラ
イ
ブ

で
も
、
伝
統
に
対
す
る
回
答
と

い
う
彼
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
自
身

の
ト
リ
オ
に
、
本
連
載
で
も
紹

介
し
た
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
ア
ン

ブ
ロ
ズ
・
ア
キ
ン
ム
シ
ー
レ
ー

ン
が
ゲ
ス
ト
で
加
わ
っ
た
4
人

は
、
誰
か
が
突
出
す
る
の
を
避

け
る
か
の
よ
う
に
、
弧
を
描
く

並
び
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
の
が
、
最
後

の
２
曲
。
ま
ず
は
、「I’m an 

Old Cowhand

」だ
。
ビ
ン
グ
・

ク
ロ
ス
ビ
ー
や
シ
ナ
ト
ラ
も
カ

バ
ー
し
た
曲
は
元
々
ポ
ッ
プ
色

が
濃
い
が
、
ソ
ニ
ー
・
ロ
リ
ン

ズ
の
名
演
で
ジ
ャ
ズ
・
フ
ァ
ン

に
も
馴
染
み
深
い
。

　

一
般
的
に
白
人
社
会
の
象
徴

と
さ
れ
る
カ
ウ
ボ
ー
イ
を
テ
ー

マ
に
し
た
本
作
だ
が
、
人
種
や

文
化
、
宗
教
の
壁
を
越
え
市
民

の
間
で
愛
聴
さ
れ
、
陽
気
や
快

活
と
い
う
米
国
人
の
国
民
気
質

を
捉
え
た
メ
ロ
デ
ィ
が
特
徴
的

だ
。
こ
の
国
民
気
質
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
も
立
ち
向
か
え
た
米
国
の
歴

史
が
フ
リ
ゼ
ー
ル
た
ち
の
演
奏

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
流
れ
の
中
で
、
黒
人
霊

歌
が
ベ
ー
ス
と
な
る
次
の「We 

Shall Overcome

」
で
ス
テ
ー

ジ
を
締
め
く
く
る
こ
と
に
意
義

が
あ
っ
た
。
邦
題
『
勝
利
を
我

ら
に
』
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、

公
民
権
運
動
の
頃
広
く
知
ら
れ

た
１
９
６
０
年
代
か
ら
、
ピ
ー

ト
・
シ
ガ
ー
や
ジ
ョ
ー
ン
・
バ

エ
ズ
、
ブ
ル
ー
ス
・
ス
プ
リ
ン

グ
ス
テ
ィ
ー
ン
に
よ
り
歌
い
継

が
れ
た
プ
ロ
テ
ス
ト
・
ソ
ン
グ

は
、
差
別
撤
廃
を
全
て
の
米
国

民
に
訴
え
た
。

　

分
断
が
引
き
起
こ
す
諸
問
題

が
政
治
だ
け
で
な
く
、
市
民
生

活
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
、
社

会
が
揺
れ
動
く
現
在
の
米
国
。

違
い
は
あ
っ
て
も
、
ひ
と
つ
に

融
合
す
る
こ
と
で
危
機
を
克
服

し
て
き
た
こ
の
国
の
伝
統
を
演

奏
で
響
き
渡
ら
せ
た
フ
リ
ゼ
ー

ル
た
ち
は
、
暗
闇
で
い
つ
か
光

を
見
出
す
希
望
を
聴
衆
に
与
え

て
い
た
。

（
に
い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、

作
家
、
写
真
も
）
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日
本
ク
ラ
ブ
は
秋
の
芸
能
イ

ベ
ン
ト
第
一
弾
と
し
て
、
10
月

10
日
、（
金
）
午
後
６
時
か
ら
、

日
本
ク
ラ
ブ
会
館
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
２
階
ロ
ー
ズ
ル
ー

ム
）
に
て
、
山
田
雅
人
「
か
た

り
の
世
界
〜
松
井
秀
喜
師
弟
物

語
」
を
開
催
す
る
。

　

俳
優
・
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
山

田
雅
人
氏
が
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

や
文
化
人
な
ど
の
伝
記
を
徹
底

し
た
取
材
と
独
特
の
語
り
口
で

組
み
立
て
る
「
か
た
り
の
世

界
」。
実
話
に
基
づ
く
独
自
の

話
芸
で
、
マ
イ
ク
１
本
と
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
演
出
で
、
隠
れ

た
人
間
ド
ラ
マ
の
感
動
を
伝
え

る
。
今
回
の
か
た
り
は
「
松
井

秀
喜
師
弟
物
語
」。
山
田
氏
に

よ
る
表
現
力
で
、
涙
あ
り
笑
い

あ
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
後
は
懇

親
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
食
事
・
ド

リ
ン
ク
あ
り
）
も
行
わ
れ
る
。

　

参
加
費
は
一
般
30
ド
ル
、
会

員
20
ド
ル
。
定
員
80
人
。
参

加
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.

nipponclub.org

を
参
照
。

 

星
の
島
句
会

電
線
を
慟
哭
さ
せ
て
春
嵐 

カ
ズ
コ
・
ス
ト
ー
ン

古
雛
や
手
厚
く
仕
舞
ふ
古
長
持 

角
谷
妙
子

畏
る
膝
に
擦
り
傷
雛
の
客 

中
川
手
鞠

春
雪
や
半
分
に
な
る
ス
テ
ロ
イ
ド 

中
村
洋
子　
　

テ
デ
ィ
ベ
ア
に
春
の
リ
ボ
ン
を
結
び
け
り 
長
谷
川
久
美
子

hoshinoshima819@gmail.com

日
本
ク
ラ
ブ
で
10
日
夕

松
井
秀
喜
師
弟
物
語

山田雅人
かたりの世界

CLASS/SEMINAR
■発音オンラインセミナー「英語の母音 完全マスター」
＝ 10/4・5  07:00   英語が聞き取りにくい、または通
じにくい原因の一つに、日本語にはない「母音の違い」
がある。この課題に焦点をあてた特別レッスン。講師は、
独自に体系化した発音指導法「スライドメソッド」でこ
れまでに延べ 3000 人以上の日本人に発音指導を行って
きたモリヤマハルカ氏。問い合わせ・申し込みは Eメー
ル team@slidemethod.com 

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.japanfes.com
https://japanesefolkdance.org/
https://www.newyorkcomiccon.com/
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:team@slidemethod.com
https://www.nipponclub.org
https://www.filmlinc.org/
https://sonyhall.com/shows/?eid=14479643


2025年（令和 7年）10月 4日（土） ［総　合］　　（20  ）

　

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ

マ
、
映
画
な
ど
が
定
額
見
放
題

で
楽
し
め
る
動
画
配
信
サ
ー
ビ

スJme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）
は
、

５
日
間
の
無
料
フ
リ
ー
ト
ラ
イ

ア
ル
を
実
施
中
。

　

10
月
の
見
ど
こ
ろ
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
番
組
の
「
の
ど
自
慢
」「
日

曜
討
論
」「
首
都
圏
ニ
ュ
ー
ス

８
４
５
」「
時
論
公
論
」
の
見

逃
し
配
信
が
ス
タ
ー
ト
。
現
在

見
逃
し
配
信
中
の
「
ニ
ュ
ー
ス 

お
は
よ
う
日
本
」「
ニ
ュ
ー
ス

７
」「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

「
国
際
報
道
２
０
２
５
」「
小
さ

な
旅
」
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
い

つ
で
も
好
き
な
時
間
に
視
聴
で

き
る
。
ま
た
、
髙
石
あ
か
り
主

演
の
新
・
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ば

け
ば
け
」
も
好
評
放
送
中
。
小

泉
セ
ツ
と
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
）
夫
妻
が
モ
デ
ル

の
物
語
で
、
明
治
の
松
江
を
舞

台
に
怪
談
を
愛
す
る
夫
婦
の
何

気
な
い
日
常
を
描
く
。

　

新
番
組
「
未
解
決
事
件
」
は
、

グ
リ
コ
・
森
永
事
件
や
オ
ウ
ム

真
理
教
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

な
ど
に
鋭
く
切
り
込
む
。
ス
ポ

ー
ツ
は
、
第
58
回
日
本
女
子
オ

ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
、
第

86
回
菊
花
賞
ほ
か
。
ド
ラ
マ

は
、
妻
夫
木
聡
と
目
黒
蓮
主
演

「
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

「
相
棒
シ
ー
ズ
ン
24
」
な
ど
最

新
ド
ラ
マ
８
作
品
を
日
本
と
同

時
配
信
。
音
楽
は
「
坂
本
龍

一　Playing the Orchestra 
2014

」、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
は

「
水
曜
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
」
が

配
信
さ
れ
る
。
番
組
表
な
ど
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.jme.tv/

を
参
照
す
る
。　
　
　

「
相
棒
24
」
な
ど

Ｊ
ｍ
ｅ
で
配
信

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
ア
ス
ト
リ
ア

に
あ
る
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
美
術

館
で
９
月
21
日
、
家
族
向
け

の
「
阿
波
踊
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
が
開
か
れ
た
。
同
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
ノ
グ
チ

氏
の
１
９
８
２
年
の
彫
刻
作

品
「Awa Odori

」
に
ち
な
み
、

ま
た
開
館
40
周
年
を
記
念
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
三
重
県

鳥
羽
市
出
身
で
現
在
ク
イ
ー
ン

ズ
を
拠
点
に
活
動
す
る
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
キ
バ
・
ヒ
ロ

ミ
氏
と
阿
波
踊
り
の
普
及
活
動

を
続
け
る
「
阿
波
踊
り
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
連
」
と
の
協
力
で
実
現

し
た
。

　

会
場
で
は
、
阿
波
踊
り
を
題

材
に
し
た
詩
の
朗
読
や
作
品
前

で
の
踊
り
の
披
露
や
、
来
場
者

が
踊
り
を
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
訪
れ
た

人
々
は
日
本
の
伝
統
文
化
に
親

し
ん
だ
。
企
画
を
担
っ
た
キ

バ
氏
は
「
ノ
グ
チ
は
逆
境
の

中
で
も
ア
ー
ト
を
通
し
て
世

界
平
和
を
祈
り
続
け
ま
し
た
。

Awa Odori

制
作
か
ら
43
年
を

経
て
、
真
成
石
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
伝
道
者
と
し
て
表
現
で

き
、
感
無
量
で
す
」
と
語
っ

た
。
Ｎ
Ｙ
連
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

も
「
阿
波
踊
り
の
『
ぞ
め
き
』

が
響
き
わ
た
り
、
館
内
に
故
郷

を
感
じ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員

が
笑
顔
で
、
ま
る
で
親
族
が
集

ま
っ
て
お
盆
を
迎
え
た
よ
う
な

感
覚
で
し
た
」と
振
り
返
っ
た
。

美
術
館
関
係
者
は
「
ノ
グ
チ
も

き
っ
と
一
緒
に
踊
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

来
場
し
た
子
ど
も
や
家
族
か

ら
は「
踊
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」

「
楽
器
を
鳴
ら
せ
て
う
れ
し
か

っ
た
」「
作
品
『Awa Odori

』

が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
」「
こ
う
い
う
機
会
が
あ
る

の
は
い
い
こ
と
だ
。
ま
た
一
緒

に
踊
り
た
い
」
と
い
っ
た
声
が

寄
せ
ら
れ
、
会
場
は
終
始
、
熱

気
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
た
。

Photographer: 
Yoshinori Nito
photo copyright: 
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イサム・ノグチ美術館

開館40周年祝う
阿
波
踊
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

伝統芸能への誘い
日本クラブで11月12日

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
秋
の
芸
能
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
11
月
12
日（
水
）

午
後
６
時
か
ら
、
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
公
演
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
「
伝
統
芸
能
へ
の
誘
い
」
を

日
本
ク
ラ
ブ
会
館
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
２
階
ロ
ー
ズ
ル
ー

ム
）
に
て
開
催
す
る
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
２
日
後
の
14
日

に
カ
ー
ネ
ー
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
「An Evening of 

Traditional Japanese Arts

」

の
出
演
者
、
歌
舞
伎
役
者
・
俳

優
の
中
村
隼
人
氏
と
、
同
公
演

の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
歌

舞
伎
囃
子
方
の
田
中
傳
次
郎
氏

を
迎
え
、
公
演
の
見
ど
こ
ろ

や
、
能
と
歌
舞
伎
の
楽
し
み
方

に
つ
い
て
話
を
聞
く
。
ま
た
、

鼓
（
つ
づ
み
）
の
演
奏
と
、
歌

舞
伎
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ

り
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
魅
力

を
体
験
で
き
る
。
中
村
隼
人
氏

は
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら

ぼ
う
〜
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
〜
」

で
、
時
代
劇
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ

る
「
長
谷
川
平
蔵
宣
以
」（
鬼

平
）
役
を
演
じ
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
後
は
懇
親
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
（
食
事
・
ド
リ
ン
ク
）
も
行

わ
れ
る
。
定
員
80
人
。
参
加
費

は
一
般
40
ド
ル
、
会
員
30
ド

ル
（
食
事
・
ド
リ
ン
ク
込
み
）。

申
し
込
み
はhttps://submit.

jotform.com/Nippon_
Club/Traditional-Japanese-
Arts-vol2

か
ら
。

　

14
日
に
上
演
さ
れ
る
「An 

Evening of Traditional 
Japanese Arts

」
は
、
三
響

會
を
中
心
と
し
た
Ｎ
Ｙ
公
演

で
、
歌
舞
伎
俳
優
の
中
村
隼
人

氏
を
は
じ
め
、
能
楽
師
、
三
味

線
奏
者
、
和
太
鼓
奏
者
な
ど
、

多
く
の
日
本
の
伝
統
芸
能
の
担

い
手
が
、
能
と
歌
舞
伎
の
魅
力

を
披
露
す
る
一
夜
限
り
の
特
別

な
公
演
。
三
響
會
版『
船
弁
慶
』

や
『
道
成
寺
組
曲
』、
能
と
歌

舞
伎
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作

品
な
ど
が
上
演
さ
れ
る
。

2
日
後
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
見
ど
こ
ろ

中
村
隼
人
、
田
中
傳
次
郎
が
紹
介

https://neuroacuny.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
https://jaanj.org/
https://www.jme.tv/
https://www.jme.tv/
https://www.jme.tv/
https://www.jme.tv/
https://submit.jotform.com/Nippon_Club/Traditional-Japanese-Arts-vol2



